


１
７
１
２（
正
徳
２
）
赤
池
で
燃
え
る
石
が
見
つ
か
る

１
８
３
７（
天
保
８
）
小
倉
藩
が
赤
池
会
所
を
設
置

１
８
６
９（
明
治
２
）
自
由
採
掘
に
よ
り
石
炭
乱
掘

１
８
７
１（
明
治
４
）
赤
池
会
所
を
赤
池
石
炭
方
に
改
正
（
小
倉
県
）

１
８
７
３（
明
治
６
）
赤
池
石
炭
方
を
赤
池
石
炭
所
に
改
名

　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
本
坑
法
公
布
後
、
同
年
、 

赤
池
石
炭
取
引
所
に
改
名

１
８
８
５（
明
治
18
）
筑
豊
石
炭
坑
業
組
合
を
組
織
（
後
の
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

筑
豊
の
名
が
使
わ
れ
始
め
る
。

１
８
８
６（
明
治
19
）
筑
豊
五
郡
川　

同
業
組
合
設
立
（
明
治
27
年
に
は
７
千
艘
）

１
８
８
８（
明
治
21
）
赤
池
選
定
鉱
区
を
安
川
敬
一
郎
、
平
岡
浩
太
郎
が

　
　
　
　
　
　
　
　

 

共
同
出
願
協
定
を
結
ぶ
（
明
治
34
年
・
安
川
敬
一
郎
専
有
）

１
８
９
０（
明
治
23
）
赤
池
竪
坑
完
成

１
８
９
４（
明
治
27
）
赤
池
炭
鉱
が
汽
車
輸
送
を
開
始

１
８
９
６（
明
治
29
）
明
治
炭
坑
株
式
会
社
設
立

１
９
０
２（
明
治
35
）
赤
池
鉱
山
学
校
開
校 

（
明
治
37
年
廃
校
）

１
９
０
８（
明
治
41
）
明
治
・
赤
池
・
豊
国
炭
鉱
を
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

 

明
治
鉱
業
株
式
合
資
会
社
設
立

１
９
２
１（
大
正
10
）
赤
池
発
電
所
開
設

１
９
３
０（
昭
和
５
）
女
性
の
入
坑
を
禁
止

１
９
３
５（
昭
和
10
）
第
三
坑
ガ
ス
炭
塵
爆
発
で
83
人
殉
職

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
赤
池
坑
最
大
の
事
故
・
重
軽
傷
17
人
）

１
９
３
９（
昭
和
14
）
豊
国
鉱
業
所
を
赤
池
鉱
業
所
に
編
入

１
９
４
４（
昭
和
19
）
赤
池
鉱
業
所
最
盛
期
、
鉱
員
数
３
千
８
５
３
人

１
９
５
１（
昭
和
26
）
人
口
１
万
７
千
５
０
７
人

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
昭
和
48
年
・
８
千
９
１
６
人
に
減
少
）

１
９
５
３（
昭
和
28
）
重
油
・
石
炭
の
輸
入
で
炭
鉱
業
界
不
況

１
９
５
５（
昭
和
30
）
石
炭
鉱
業
合
理
化
臨
時
措
置
法
公
布

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
合
理
化
が
閉
山
に
つ
な
が
る
）

１
９
５
８（
昭
和
33
）
赤
池
発
電
所
閉
鎖

１
９
６
１（
昭
和
36
）
産
炭
地
振
興
臨
時
措
置
法
公
布

１
９
６
５（
昭
和
40
）
明
治
鉱
業
赤
池
工
業
所
閉
山

　
　
　
　
　
　
　
　

 

第
二
会
社
・
赤
池
鉱
業
株
式
会
社
発
足

１
９
６
６（
昭
和
41
）
炭
坑
病
院
を
町
に
移
管

　
　
　
　
　
　
　
　

 

翌
年
に
か
け
て
炭
坑
水
道
を
町
に
移
管

１
９
６
９（
昭
和
44
）
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
開
始

１
９
７
０（
昭
和
45
）
赤
池
鉱
業
株
式
会
社
閉
山

赤池、炭
ヤ

鉱
マ

の

歴史

特集炭
ヤ

鉱
マ

忘れ去られる繁栄と衰退の記憶。
子どもたちは炭

ヤ

鉱
マ

の鼓動を知らない。　
いま、高らかな誇りをもって伝えたい。
忘れないでほしい。
この町に炭

ヤ

鉱
マ

があったことを－



か
ら
３
百
年
ほ
ど
昔
、
正
徳
２

年
（
１
７
１
２
）
の
冬
の
出
来

事
だ
っ
た
。
大
雪
に
見
舞
わ
れ

た
そ
の
日
、
一
人
の
僧
が
赤
池
か
ら
筑
前
勢

田
村
ま
で
行
く
峠
の
手
前
で
立
ち
往
生
し
て

い
た
。
疲
労
と
空
腹
で
困
り
果
て
た
旅
の
僧

は
、
山
肌
に
穴
を
掘
り
、
た
き
火
で
身
を
暖

め
た
。
携
帯
し
て
い
た
米
を
雪
と
と
も
に
袋

に
入
れ
、
火
の
傍
ら
に
埋
め
て
飯
を
炊
く
。

そ
の
時
、
僧
は
燃
え
る
黒
石
を
目ま

の
当
た
り

に
し
た
。
感
激
し
た
僧
は
、
こ
の
こ
と
を
里

人
に
言
い
伝
え
、
小
高
い
丘
に
お
堂
を
建
て

て
、菩
薩
を
安
置
し
た
。
こ
の
行
い
に
対
し
、

里
人
は
い
つ
し
か
こ
の
地
を
「
坊
主
ヶ
谷
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
赤
池
町
史
』
や
『
あ
が
い
け
の
こ
ば
な
し
』

に
記
さ
れ
て
い
る
赤
池
炭
鉱
の
発
祥
地
は
、

　昔の赤池駅付近。石炭を運
ぶ鉄道網が整備されている。車
道を通り、坊主ヶ谷（高尾）ま
でつながる線路が走っていた。

現
在
の
高
尾
地
区
に
あ
た
る
。
今
で
も
こ
こ

を
「
谷
」
と
呼
ぶ
人
は
多
い
。
し
か
し
、
江

戸
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
石
炭
が
乱

掘
さ
れ
、
谷
の
景
観
は
一
変
し
た
。
露
出
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
石
炭
層
も
今
日
で
は
見
る

影
も
な
い
。
か
つ
て
、
小
笠
原
藩
が
極
秘
に

行
っ
て
い
た
石
炭
の
液
化
燃
料
開
発
。
そ
の

製
造
工
場
も
見
果
て
ぬ
夢
と
な
り
、
坊
主
ヶ

谷
の
地
で
眠
っ
た
ま
ま
だ
。

　

赤
池
に
は
東
町
・
西
町
・
南
町
・
北
町
・

中
町
・
新
町
・
車
道
・
掘
割
な
ど
、
炭
鉱
に

ま
つ
わ
る
地
名
が
多
い
。
だ
が
、
ク
シ
の
歯

の
よ
う
に
整
然
と
並
ん
で
い
た
炭
鉱
長
屋
の

面
影
も
今
日
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
命

が
け
で
働
く
坑
夫
（
坑
内
作
業
員
）
た
ち
を

送
り
迎
え
た
「
路
地
」
と
い
う
名
の
花
道
が
、

ひ
っ
そ
り
と
姿
を
消
そ
う
と
し
て
い
る
。

今
旅の僧が手にした燃える黒石…坊主ヶ谷伝説

一片の炭

　明治鉱業赤池鉱業所第１坑
があった高尾地区。寿町、高
尾通りに炭鉱長屋が建ち並ん
でいる。奥は金田町のボタ山。

の
ど
か
な
町
を
一
変
さ
せ
「
黒
い
ダ
イ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
た
石
炭
。

国
策
と
し
て
掘
り
続
け
、
近
代
日
本
の
繁
栄
を
支
え
た
。

明
日
の
命
も
わ
か
ら
な
い
日
々
の
中
に
は

ヤ
マ
に
生
き
た
人
た
ち
の
吹
っ
き
れ
た
た
く
ま
し
さ
が
あ
っ
た
。

石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
な
が
ら
も

暗
い
イ
メ
ー
ジ
に
負
け
な
い
明
る
さ
を
持
ち
続
け
た
。

ヤ
マ
の
光
に
は
ド
ラ
マ
が
あ
り

影
に
も
ド
ラ
マ
が
あ
る

ー

第一章炭
ヤ

鉱
マ

と生きて



　

遠
賀
土
手
行
き
ゃ
カ
リ
が
鳴
く
／
丁
と
半

と
の
か
け
違
え
／
負
け
た
バ
ク
チ
に
未
練
な

し
／
川
筋
男
の
粋
の
よ
さ

ー

　

黒
ダ
イ
ヤ
に
沸
く
町
、
赤
池
。
歌
詞
に

も
あ
る
よ
う
に
、
明
る
く
て
豪
快
な
人
た
ち

が
こ
の
町
に
あ
ふ
れ
、「
赤
池
炭
」
と
呼
ば

れ
る
良
質
の
石
炭
を
次
か
ら
次
へ
と
掘
り
出

し
て
い
た
。「
掘
れ
ば
掘
る
ほ
ど
金
に
な
る
、

日
本
の
復
興
の
た
め
に
な
る
…
」
使
命
感
に

燃
え
た
町
は
、活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
「
そ
り
ゃ
ー
当
時
は
景
気
が
良
か
っ
た
で

す
よ
。『
宵よ

い

越
し
の
金
は
持
た
ん
』
と
い
う

人
が
た
く
さ
ん
い
た
。
ケ
ン
カ
も
多
か
っ
た

け
ど
、
人
情
味
あ
る
温
か
い
人
ば
か
り
で
し

た
。
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら

生
き
て
い
ま
し
た
」。

　

父
が
働
い
て
い
た
影
響
で
炭
鉱
に
就
職
。

一
陣
の
風　

川
筋
の
黒
ダ
イ
ヤ

　

日
本
の
近
代
化
を
支
え
て
き
た
「
炭
鉱
」。
筑
豊
炭
田
は
華
や
か
な
都
市
を
形
成
し
、
赤
池
も
ま
た
炭
都
の
一
角
を

担
っ
て
い
た
。
筑
豊
の
風
土
と
人
情
を
象
徴
し
た
竹
を
割
っ
た
よ
う
な
性
格
の
「
川
筋
気か

た

ぎ質
」。
そ
の
手
で
掘
り
出
さ

れ
た
黒
い
ダ
イ
ヤ
は
「
赤あ

か

池い
け

炭た
ん

」
と
呼
ば
れ
、
も
て
は
や
さ
れ
た
。

赤
池
の
閉
山
ま
で
を
見
と
ど
け
た
増
田
栄
さ

ん
は
、
繁
栄
期
の
姿
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
思
い
起
こ
し
た
。

　
「
キ
ャ
バ
レ
ー
や
カ
フ
ェ
、
映
画
館
や
旅

館
、
芝
居
小
屋
も
あ
り
ま
し
た
。
小
料
理
屋

で
は
三
味
線
が
流
れ
て
い
て
、
毎
日
が
お
祭

り
騒
ぎ
で
し
た
よ
」。

　

赤
池
駅
を
挟
み
、
北
側
の
通
り
に
は
商

店
が
ギ
ッ
シ
リ
と
軒
を
連
ね
、
南
側
に
は
筑

豊
屈
指
の
大
鉱
山
、
明
治
鉱
業
赤
池
鉱
業
所

が
24
時
間
稼
働
し
て
い
た
。
昭
和
14
年
の
町

制
施
行
時
に
は
、
豊
前
赤
池
の
名
が
各
地
に

知
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
上
野
村
か
ら

赤
池
町
へ
と
改
名
。
昭
和
19
年
に
は
鉱
員
数

３
千
８
百
53
人
を
誇
っ
た
。
か
つ
て
、
私
た

ち
の
住
む
町
は
、
人
と
炭
鉱
の
熱
気
に
つ
つ

ま
れ
た
「
眠
ら
な
い
」
町
だ
っ
た
。

坑夫たちを支えてきた

藤岡 登さん（朝日町）
　昭和９年から、明治鉱業
赤池鉱業所労働課に勤務。
昭和14年～18年まで軍曹
として兵役。青年学校で訓
練を行う。会社では野球・
駅伝監督として輝かしい成
績を残す。閉山まで労働課
一筋に、坑夫たちの生活面
を支えてきた。85歳。

川
筋
気
質
の
眠
ら
な
い
町

炭鉱の文化に詳しい

増田 榮さん（北町）
　昭和19年から明治鉱業
赤池鉱業所に勤務。主に
資材課で働いた。社内では
吟詠を指導、NHKラジオ
のど自慢に出場して当時話
題となる。閉山で退職後、
旧購買の赤池ショッピング
センター店長を勤めた。赤
池町老人会会長、74歳。

↑年に１度の運動会、人気種目の「ビン釣り競争」

←眠らない炭坑は 24時間フル稼働（運炭の夜景）

↓炭鉱全盛期の赤池町（金田方面からみたボタ山）

→トロッコで抗口から
運び出される「赤池炭」

←
「
い
ざ
、
坑
内
へ
！
」
地
底
へ
と
向
か
う
た
く
ま
し
い
坑
夫
た
ち
（
第
三
坑
人
車
昇
降
場
）

　
「
と
き
ど
き
こ
う
い
う
の
を
見
な
が
ら
当

時
を
思
い
出
す
ん
で
す
」。
古
い
写
真
を
め

く
り
な
が
ら
、
か
つ
て
の
町
に
思
い
を
は
せ

る
藤
岡
登
さ
ん
。
兵
役
を
含
め
、
閉
山
ま
で

35
年
間
労
働
課
に
勤
務
し
、
坑
夫
た
ち
を
支

え
て
き
た
。
坑
夫
が
出
勤
し
や
す
い
よ
う
に

悩
み
や
相
談
、
家
族
の
世
話
な
ど
を
行
う
労

働
課
の
仕
事
。
藤
岡
さ
ん
は
駅
伝
や
野
球
チ

ー
ム
の
監
督
を
務
め
る
な
ど
、
幅
広
く
坑
夫

の
生
活
面
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
た
。

　
「
坑
夫
は
何
か
あ
れ
ば
よ
く
酒
を
飲
ん
で

い
ま
し
た
。
宴
会
が
好
き
、ケ
ン
カ
が
好
き
、

明
日
事
故
で
死
ぬ
か
も
知
れ
な
い
危
険
な
仕

事
で
す
か
ら
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
い

ま
し
た
。
年
に
一
度
の
祭
り
と
も
な
る
と
、

た
い
へ
ん
に
ぎ
や
か
で
し
た
」。

　

今
は
な
い
山
の
神
の
お
祭
り
、
炭
鉱
の
運

動
会
、
相
撲
大
会
、
ど
れ
も
参
加
者
の
意
気

込
み
と
熱
気
が
も
の
す
ご
か
っ
た
と
言
う
。

　

そ
し
て
、
炭
鉱
と
共
に
生
き
て
き
た
藤
岡

さ
ん
は
、ヤ
マ
の
素
顔
を
知
る
一
人
と
し
て
、

そ
の
歴
史
の
重
さ
を
語
っ
た
。

　
「
戦
争
の
こ
と
は
学
校
で
も
よ
く
教
え
る

で
し
ょ
う
、
し
か
し
炭
鉱
の
こ
と
は
語
り
継

が
れ
て
い
ま
せ
ん
。
町
か
ら
は
当
時
の
面
影

も
消
え
、
ボ
タ
山
す
ら
残
っ
て
い
な
い
。
だ

か
ら
当
時
を
思
い
出
す
人
も
少
な
い
の
だ
と

思
い
ま
す
。
日
本
の
近
代
化
を
支
え
て
き
た

炭
鉱
が
、
こ
の
町
に
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
」。

　

光
は
光
、
影
は
影
と
し
て
、
本
当
の
炭
鉱

の
姿
を
知
る
。
そ
の
こ
と
が
故
郷
に
誇
り
を

も
つ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

教
科
書
に
な
い
炭
鉱
の
歴
史



一
途
を
た
ど
る

寄稿「故郷・赤池に支えられて」
　　　　　　 千葉県柏市　松尾 武男さん

　　　　　年間過ごした赤池を、炭鉱離職者
　　　　　の一人として、家族と千葉県流山
　　　　　市の雇用促進住宅に転居し、職住
環境での生活が始まったのは昭和 38 年秋の
ことでした。炭鉱本社の斡

あっ

旋
せん

で都内の会社に
就職した私は、入社時の約束を守らないこの
会社の先行きに見切りをつけ７か月で退職、
新しい職場を求めて東京の町を歩きました。
　法律関係図書出版会社、美容関係薬剤販売
会社の美容新誌編集とモデルの撮影、㍿桃屋
の新工場で総務担当者として人事管理の道筋
をつけ、55歳の定年を待って退職。知人の会
社社長に請われ非常勤で３年半余勤めながら
ライフワーク「企業の総務管理」の勉強、趣
味の写真とパソコン、ＮＨＫや千葉県、柏市
市政・広報モニター、新聞・雑誌への投稿な
どと自分の時間を過ごすことができました。
　既

すで

に購入していた土地に建てた家から娘は
嫁ぎ、息子も結婚し独立、私たちは古

こ き

希を過
ぎ、当地の生活が赤池での歳月を越えてしま
いました。
　功利に疎

うと

く筋を通す事への拘
こだわ

り、経営者へ
の自己主張と断

だん

崖
がい

の淵
ふち

を歩く数度の転職、妻
への労苦に対する思いを素直に口にできず、
自らの信ずる道を歩いた我

わ

が儘
まま

。
　炭住の軒先までも覆うように築かれたボタ
山、町民を見守り続けていた発電所の大煙突
と福智の美しい山並。
　父母が生涯を終えた故郷・赤池の風土と人
情が「去るも地獄、残るも地獄」と言われた
炭鉱離職者の私にも、酷

きび

しい環境の中で生き
る力を与え、支えになっていたことを、いま
沁
し

み沁
じ

みと思うのです。

　

ボ
タ
に
ま
ざ
っ
た
炭
を
拾
う
。
落
ち
穂
拾
い
の
よ

う
な
風
景
。
か
つ
て
ボ
タ
山
の
斜
面
で
は
炭
拾
い
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
町
に
は

ボ
タ
山
の
面
影
す
ら
残
っ
て
い
な
い
。

　

赤
池
の
炭
鉱
を
思
い
浮
か
べ
る
と
き
、
あ
の
「
三

本
の
煙
突
」
を
真
っ
先
に
挙
げ
る
人
は
多
い
。
堤
防

を
歩
い
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
、
重
な
っ
た
煙

突
が
二
本
に
見
え
て
、
ま
た
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
や

が
て
三
本
に
な
る
…　

彦
山
川
の
西
岸
に
ス
ッ
と
立

つ
赤
池
発
電
所
の
煙
突
は
、
川
筋
の
名
物
で
あ
り
、

町
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。

　

大
正
10
年
に
設
置
さ
れ
、
翌
年
７
月
か
ら
送
電
を

始
め
た
赤
池
発
電
所
。
現
在
の
赤
池
交
番
の
向
か
い

側
、
明
昭
機
工
の
所
に
あ
っ
た
。
産
出
さ
れ
た
質
の

低
い
二
号
炭
を
燃
や
し
て
蒸
気
を
つ
く
り
、
そ
の
圧

力
で
巨
大
な
タ
ー
ビ
ン
を
高
速
回
転
さ
せ
た
。
出
力

は
１
万
８
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。
戦
前
戦
後
の
電
力
不
足

時
に
は
、
九
電
を
通
じ
て
各
界
の
業
者
に
送
電
し
た
。

失
わ
れ
た
風
景

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
波
は
、
ヤ
マ
を
消
し
、
町
を
変
え
た
。
ボ
タ
山
、
鉄
道
の
入
り
込
み
線
、

鉄
管
の
鳥
居
、
発
電
所
の
煙
突
…　

見
慣
れ
た
風
景
が
消
え
去
り
、
多
く
の
別
れ
を
生
ん
だ
。

赤
池
駅
で
友
を
見
送
る
光
景
が
、
人
々
の
目
に
悲
し
く
映
っ
た
。

ま
た
、
戦
時
中
は
燃
料
で
あ
る
二
号
炭
も
商
品
と
な

っ
た
た
め
、微
粉
（
石
炭
の
粉
）
を
混
ぜ
て
燃
や
し
た
。

こ
れ
は
赤
池
独
自
の
方
法
で
、よ
そ
の
模
範
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
か
ら
、
重
油
を
利
用
し
た

高
温
高
圧
の
大
容
量
発
電
所
が
建
設
さ
れ
、
良
質
安

価
な
電
力
が
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
選

炭
技
術
の
進
歩
で
二
号
炭
は
減
り
、
国
内
電
力
の
周

波
数
が
統
一
さ
れ
る
な
ど
の
原
因
が
重
な
っ
て
、
赤

池
発
電
所
は
昭
和
33
年
に
閉
鎖
と
な
っ
た
。
巨
大
な

三
本
の
煙
突
か
ら
、
も
く
も
く
と
中
空
に
た
な
び
く

白
煙
が
消
え
た
。

　

昭
和
39
年
、
多
く
の
町
民
が
見
守
る
な
か
、
大
煙

突
の
解
体
が
行
わ
れ
た
。
明
治
鉱
業
赤
池
鉱
業
所
が

閉
山
し
た
の
は
、
そ
の
翌
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
町
の

象
徴
が
倒
さ
れ
、
町
か
ら
ヤ
マ
が
消
え
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
待
っ
て
い
た
の
は
友
と
の
別
れ
だ
っ
た
。

こ
の
町
を
お
よ
そ
９
千
人
が
後
に
し
て
い
っ
た
。

　

町
も
人
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
と
い
う
波
に
、
ほ
ん

ろ
う
さ
れ
た
。

炭鉱を離職後、上京した

松尾 武男さん
　昭和18年、明治鉱業赤
池鉱業所に勤務。昭和38年
希望退職に応じ、都内の会
社に就職した。その後、各
社を転々とし、㍿桃屋に就
職。工場総務を任され、課
長代理を務める。炭鉱を離
職し、成功した人の一人。
千葉県柏市在住、75歳。

川
筋
名
物
「
三
本
の
煙
突
」

←
赤
池
発
電
所
の
三
本
の
煙
突
と
石

炭
を
運
ぶ
蒸
気
機
関
車

←
選
炭
場
（
高
尾
）
に
引
か
れ
て
い

た
鉄
道
の
引
き
込
み
線

→
高
尾
に
あ
る
大
山
祇
神
社
（
通
称

「
山
の
神
」）
に
あ
っ
た
鉄
管
の
鳥
居

→
ボ
タ
山
を
背
景
に
し
た
明
治
鉱
業

赤
池
鉱
業
所
の
本
事
務
所
（
松
本
）

→
人
車
を
引
き
上
げ
る
第
一
抗
の
竪
抗
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木
造
平
屋
建
て
、
１
棟
４
軒
か
ら
６
軒
ほ

ど
の
炭
鉱
長
屋
。
そ
の
路
地
は
、
坑
夫
た
ち

を
送
り
迎
え
る
花
道
で
あ
り
、
居
心
地
の
よ

い
共
同
の
空
間
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
路
地
は
、

春
夏
秋
冬
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
園
で
も
あ
っ

た
。
こ
の
青
空
保
育
所
の
よ
う
な
日
だ
ま
り

で
、
共
同
生
活
の
知
恵
を
身
に
つ
け
、
社
会

の
秩
序
と
思
い
や
り
の
美
徳
を
学
ん
で
い
っ

た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
様
々
な
仕
事
を
手
伝
い
、

労
働
の
厳
し
さ
と
楽
し
さ
を
覚
え
る
。
学
校

で
は
教
わ
る
こ
と
の
な
い
、
生
き
る
た
め
の

力
を
吸
収
し
た
。

　

暗
い
坑
内
に
命
が
け
で
働
く
親
に
と
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
は
一
筋
の
光
。
ま
た
、
深
い
地

底
で
培
っ
た
坑
夫
た
ち
の
絆き

ず
な

は
、
地
上
で
は

考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
強
い
も
の
だ
っ
た
。「
長

屋
の
子
は
み
ん
な
の
子
」。
わ
が
子
の
よ
う

一
筋
の
光　

炭ヤ

鉱マ

の
子
ど
も
た
ち

遊びはチャンバラが流行、刀を差した少年

子
ど
も
た
ち
は
鼻
を
た
ら
し
て
、
元
気
に
走

り
回
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
い
ま
の
子
は
頭
は

イ
イ
け
ど
、
た
く
ま
し
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

私
は
『
ぜ
い
た
く
貧
乏
』
と
言
っ
て
ま
す
が
、

お
金
の
あ
り
が
た
み
が
わ
か
っ
て
な
い
で
す

ね
。
昔
は
登
校
拒
否
も
、
陰
湿
な
い
じ
め
も

な
か
っ
た
。
地
域
の
教
育
力
が
低
下
し
て
い

る
か
ら
で
し
ょ
う
か
…
」。

　

い
ま
全
国
の
学
校
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」。
そ
の
目
的
は
子

ど
も
た
ち
が
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

に
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
従
来
、
家
庭
や

地
域
が
行
っ
て
き
た
分
野
だ
っ
た
は
ず
。
学

校
週
５
日
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
家
庭
や
地
域

の
教
育
力
が
よ
り
重
要
に
な
る
現
在
、
炭
鉱

の
路
地
に
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
多
い
。
子
ど

も
た
ち
に
ま
い
た
種
は
、
成
長
の
過
程
で
開

花
す
る
。
昔
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
「
チ
ャ

イ
ム
の
な
い
学
習
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

炭鉱住宅（炭住）の前で無心に遊ぶ子どもたち

子だくさんの家庭では兄・姉が親代わりに

木登り上手は高い所も平気、経験で危険を覚えた

ヤマに育まれた子どもたちはたくましかった

に
接
し
、
声
を
掛
け
合
い
、
時
に
は
叱し

か

っ
た
。

そ
ん
な
路
地
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
人
生

の
教
師
だ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
偉
大
な
教
師
は

ど
こ
に
も
い
な
い
こ
と
を
、
彼
ら
は
大
人
に

な
っ
て
知
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
町
に
ぎ
っ
し
り
と
軒
を
連

ね
て
い
た
炭
鉱
長
屋
は
、
鉱
害
に
よ
る
地
上

げ
や
建
て
替
え
な
ど
で
、
そ
の
姿
を
消
そ
う

と
し
て
い
る
。
わ
ず
か
に
残
る
炭
鉱
住
宅
も

高
齢
者
世
帯
が
ほ
と
ん
ど
。
か
つ
て
響
い
て

い
た
子
ど
も
た
ち
の
声
も
消
え
た
。

　

炭
鉱
の
子
か
ら
現
在
の
子
ま
で
、
48
年
間

に
わ
た
り
、
通
学
す
る
児
童
生
徒
を
街
頭
で

見
守
っ
て
き
た
岩
城
辰
美
さ
ん
は
言
う
。

　
「
昔
は
長
屋
の
住
民
同
士
が
協
力
し
て
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
ま
し
た
。
炭
鉱
の
共
同
風

呂
は
24
時
間
入
れ
ま
し
た
し
、
夏
は
『
バ
ン
コ
』

と
言
っ
て
路
地
に
出
で
夕
涼
み
を
し
た
り
、
隣

近
所
が
ま
る
で
一
つ
の
家
族
の
よ
う
で
し
た
。

48 年間子どもたちを見つめてきた

岩城 辰美さん（中町）
　昭和14年から、明治鉱業赤池鉱業
所に勤務。石炭の運搬作業中に貧血で
倒れ、機械に挟まれるという不慮の事
故に見舞われる。その処置で右腕を切
断した。昭和30年、子どもたちの交
通事故を防ごうと、街頭での誘導を始
める。風雨の別なく交差点に立ち続け、
今も子どもたちを見守っている。赤池
町身体障害者福祉会会長。89歳。

「ケン・ケン・パ」で遊ぶ子どもたち。退屈することのない炭鉱長屋の路地は、年中「子ども天国」だった。

路
地
と
い
う
偉
大
な
教
師

炭ヤ

鉱マ

の
子
ど
も
た
ち



マ
は
消
え
ゆ
く
、
筑
豊
五
二
四
の

ボ
タ
山
は
残
る
。
や
が
て
私
も

余
白
は
な
い
。
孫
た
ち
に
ヤ
マ

の
生
活
や
ヤ
マ
の
作
業
や
人
情
を
書
き
残
し

て
お
こ
う
と
思
い
た
っ
た
」（
山
本
作
兵
衛
）。

　

炭
鉱
を
テ
ー
マ
に
す
る
と
き
に
欠
か
せ
な

い
の
が
山
本
作
兵
衛
さ
ん
の
絵
。「
ヤ
マ
を

伝
え
た
い
」
と
い
う
純
粋
な
気
持
ち
か
ら
生

ま
れ
た
貴
重
な
記
録
画
は
、
五
百
点
以
上
に

及
ぶ
。
当
時
の
社
会
や
労
働
、
生
活
の
様
子

な
ど
が
生
き
生
き
と
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
絵
か
ら
は
、
興
味
深
い
炭
鉱
の
風
習
を

か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

生
と
死
が
背
中
合
わ
せ
の
坑
内
労
働
は
、

と
か
く
縁
起
を
担
ぐ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
朝

の
汁
か
け
飯
は
土
葬
の
墓
を
連
想
す
る
か
ら

と
嫌
わ
れ
た
。
死
者
を
「
黒
不
浄
」
女
性
の

月
経
を
「
赤
不
浄
」
と
呼
び
、
妻
が
出
産
す

れ
ば
３
日
は
休
ん
だ
と
い
う
。
動
物
で
は
サ

ル
（
去
る
）
と
い
う
不
吉
な
響
き
か
ら
猿
を

山
やま

本
もと

 作
さく

兵
べ

衛
え

 
1892－1984

　15 歳で入坑し、位登炭
坑の閉山で退職するまで、 
明治・大正・昭和と 50 年
間、12の炭坑を21回も渡
り歩いた生粋の炭坑夫。退
職後に絵筆を握り、92 歳
で亡くなる直前まで描き続
けた。584 点の炭鉱画は、

平成８年に福岡県有形民俗文化財に指定されている。

田川市石炭資料館館長

佐々木 哲哉さん
　かつて「私の作品には一
つだけウソがある。坑内は
絵のように明るくはない」
と語っていた山本作兵衛翁。
その言葉が示すように山本
作品は炭坑の真実の記録で
す。国内外から注目を浴び
続ける584の絵画は国民の
共有財産と言えるでしょう。

イ
レ
ズ
ミ
の
な
い
者
は
か
け
だ
し
の
新
参
者
か
素
人
だ
と
軽
視
さ
れ
た
。

イ
レ
ズ
ミ
は
一
人
前
の
坑
夫
の
証あ

か
し

だ
っ
た
。（
山
本
作
兵
衛
画
／
田
川
市
石
炭
資
料
館
蔵
）

嫌
う
。
一
方
、
山
の
神
の
使
い
と
さ
れ
る
犬

は
と
て
も
大
事
に
さ
れ
た
。

　

坑
内
で
の
鳴
り
物
や
口
笛
は
、
非
常
時
を

知
ら
せ
る
竹
笛
の
音
と
間
違
う
の
で
禁
じ
ら

れ
た
。
手
ば
た
き
（
拍
手
）
は
坑
木
（
坑
内

を
支
え
る
木
）
が
折
れ
る
音
に
似
て
い
る
、

頬
か
ぶ
り
は
音
が
聞
こ
え
な
い
か
ら
、
歌

は
集
中
力
を
欠
く
と
い
う
こ
と
で
禁
止
。
ま

た
、
坑
内
で
女
性
が
髪
を
ク
シ
で
と
く
と
山

の
神
が
嫉し

っ

妬と

し
て
守
護
を
忘
れ
る
と
言
い
嫌

っ
た
。
こ
れ
は
男
心
を
そ
そ
る
行
為
を
戒
め

た
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
危
険
時
に
逃
げ
る
特

性
を
持
つ
ネ
ズ
ミ
は
、
坑
内
事
故
を
察
知
で

き
る
こ
と
か
ら
、
決
し
て
殺
さ
な
か
っ
た
。

　

言
葉
で
は
ミ
ソ
（
ミ
ソ
を
つ
け
た
と
い
う

過
失
）、
ア
ナ
（
墓
穴
）、
シ
（
死
）
な
ど
が

禁
句
と
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
縁
起
風
習
は
、
明
日
を
も
知
れ

ぬ
坑
内
で
、
命
を
か
け
た
坑
夫
た
ち
の
心
情

を
物
語
っ
て
い
る
。

ヤ
「

明日をも知れぬ露の命…縁起を担ぐ

一命をかけ

深
い
地
底
の
闇や

み

か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
お
び
た
だ
し
い
量
の
黒
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
。

男
女
、
国
籍
を
問
わ
ず
坑
口
を
く
ぐ
っ
た
。

こ
の
町
の
坑
内
は
５
２
０
人
の
坑
夫
を
の
み
こ
ん
だ
。

24
時
間
稼
働
す
る
眠
ら
な
い
町
。

真
っ
黒
な
ヤ
マ
か
ら
出
た
水
は
、
川
を
小
豆
色
に
汚
し
た
。

移
り
ゆ
く
風
景
、
変
わ
り
ゆ
く
時
代
の
中
で
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
。

今
は
な
き
ヤ
マ
に
私
た
ち
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
と
は
何
な
の
だ
ろ
う

ー

第二章

炭
ヤ

鉱
マ

は語る



←常に死と隣り合わせの坑内労働

炭
鉱
殉
職
者
慰
霊
式
典

殉
職
者
の
尊
い
命
を
敬
う

　

炭
坑
夫
た
ち
の
死
因
の
最
た
る
も
の
は
「
落
盤

事
故
」。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
で
は
不
運
に

み
ま
わ
れ
る
こ
と
を
「
ボ
タ
を
か
ぶ
る
」
と
言
う
。

そ
し
て
、
お
び
た
だ
し
い
人
命
を
奪
い
去
る
「
ガ

ス
・
炭た

ん

塵じ
ん

爆
発
」。
坑
内
は
毎
日
が
事
故
と
の
闘
い

で
あ
り
、
何
よ
り
確
実
な
安
全
策
は
入
坑
し
な
い

こ
と
だ
っ
た
。
極
度
に
悪
い
通
気
、
高
温
、
高
湿

の
中
で
の
採
炭
労
働
は
、
死
と
の
戦
い
そ
の
も
の

だ
。
生
産
に
追
わ
れ
、
設
備
も
追
い
つ
か
ず
、
数

知
れ
な
い
負
傷
者
と
死
者
を
生
ん
だ
。
日
本
の
近

代
化
は
そ
の
犠
牲
者
の
上
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

全
国
の
出
炭
量
は
、
明
治
36
年
に
１
千
万
㌧
を

超
え
、
大
正
４
年
に
は 

２
千
万
㌧
、
大
正
８
年
に

は
３
千
百
万
㌧
を
突
破
す
る
。
そ
の
お
よ
そ
半
分

は
筑
豊
の
石
炭
が
占
め
て
い
た
。「
お
国
の
た
め
、

戦
争
の
た
め
」
筑
豊
は
日
本
が
必
要
と
す
る
石
炭

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
半
分
以
上
を
１
世
紀
に
わ
た
り
供

給
し
続
け
た
。
災
害
は
坑
道
が
深
く
な
る
に
つ
れ

多
様
化
し
、
明
治
時
代
末
か
ら
の
炭
坑
事
故
災
害

は
年
々
増
加
し
て
い
く
。

　

昭
和
９
年
か
ら
赤
池
の
坑
内
に
測
量
夫
と
し
て

入
っ
た
田
島
利
雄
さ
ん
。
翌
年
起
き
た
「
ガ
ス
・

炭
塵
爆
発
」に
遭
遇
す
る
。
こ
の
事
故
は
死
者
83
人
、

負
傷
者
17
人
と
い
う
赤
池
最
大
の
犠
牲
者
を
生
ん

だ
。
10
月
26
日
、
第
三
坑
で
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　
「
こ
の
世
の
地
獄
で
し
た
。
幸
い
、
非
番
だ
っ

た
私
は
事
故
を
免
れ
ま
し
た
が
、
現
場
は
目
を
覆

う
ほ
ど
の
惨
状
で
し
た
。
爆
風
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
た
体
の
一
部
、
も
が
い
て
生な

ま

爪づ
め

を
は
い
で
い
る

死
体
。
水
を
た
め
て
あ
る
『
バ
ッ
ク
』
の
中
に
は
、

苦
し
さ
の
あ
ま
り
入
水
し
た
何
体
も
の
な
き
が
ら

が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
16
歳
だ
っ
た
私
は
、
子
ど

も
心
に
『
炭
坑
は
人
間
の
働
く
場
所
じ
ゃ
な
い
』

と
思
い
ま
し
た
」。

　

炭
坑
事
故
で
最
も
多
く
の
犠
牲
を
伴
う
「
ガ
ス
・

炭
塵
爆
発
」。
坑
内
の
深
部
で
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ

ス
は
、
空
気
中
濃
度
９
・
５
％
で
引
火
す
る
と
猛
烈

な
爆
発
を
起
こ
す
。
そ
の
衝
撃
で
、
坑
道
に
た
い

積
す
る
爆
薬
で
砕
い
た
石
炭
の
粉
（
炭
塵
）
が
浮
き

上
が
り
、次
々
と
爆
発
が
伝
わ
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、

限
ら
れ
た
空
間
の
酸
素
が
な
く
な
り
、
一
酸
化
炭

素
の
発
生
で
坑
内
す
べ
て
の
人
が
息
絶
え
る
。

　

事
故
現
場
に
は
一
酸
化
炭
素
に
敏
感
な
カ
ナ
リ

ア
を
伴
っ
て
向
か
う
。
死
体
は
竹
を
ヒ
モ
で
組
ん

だ
ス
ダ
レ
の
よ
う
な
も
の
に
く
る
ん
で
引
き
上
げ

る
。
全
遺
体
の
収
容
は
事
故
９
日
後
の
11
月
４
日
。

こ
の
作
業
で
ほ
と
ん
ど
の
死
体
を
見
と
ど
け
た
田

島
さ
ん
は
、
退
職
を
考
え
た
が
、
鉱
山
学
校
の
受

験
を
勧
め
ら
れ
翌
年
入
学
。
卒
業
後
、
太
平
洋
戦

争
で
の
５
年
の
兵
役
を
経
て
復
員
し
た
。
以
後
、

現
場
職
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
第
一
坑
、
二

坑
、
三
坑
、
四
坑
の
現
場
を
回
り
、
閉
山
を
迎
え
た
。

　

か
つ
て
高
尾
の
「
山
の
神
」
の
裏
手
に
は
炭
鉱

殉
職
者
の
「
合
葬
之
墓
」
が
あ
っ
た
。
閉
山
後
招

か
れ
た
会
社
を
退
職
し
た
田
島
さ
ん
は
、
感
謝
の

意
を
込
め
て
こ
の
墓
に
手
を
合
わ
せ
た
。
し
か
し
、

胸
中
は
先
人
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
一
杯
だ
っ
た
。

　
「
雑
草
に
埋
も
れ
倒
れ
た
墓
を
見
て
、
亡
く
な
っ

た
人
た
ち
を
思
い
出
し
、
涙
が
出
ま
し
た
。『
い
ず

れ
炭
鉱
経
験
者
は
い
な
く

な
る
。
尊
い
犠
牲
を
忘
れ

な
い
た
め
に
、
ヤ
マ
に
生

き
た
者
が
こ
れ
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
』

そ
れ
が
私
の
最
後
の
仕
事
だ
と
心
に
決
め
ま
し
た
」。

　

田
島
さ
ん
の
精
力
的
な
活
動
で
再
建
委
員
会
が

発
足
。
や
が
て
努
力
は
実
り
、平
成
６
年
７
月
10
日
、

つ
い
に
炭
鉱
殉
職
者
の
鎮
魂
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

福
智
連
峰
を
望
む
こ
の
碑
の
中
で
、
５
２
０
人
の

名
前
を
刻
ん
だ
銅
板
が
、
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。

多
く
の
犠
牲
を
伴
っ
た
炭
鉱

←鎮魂碑竣工式。町内のお寺の全住職と韓国のお寺の
住職（飯塚市）による読経。関係者 100人が参列した。

　毎年、８月17日に町が行って
いる炭鉱殉職者慰霊式典。夏の
人気イベント「町民盆踊り＆花
火大会」は、焼香後の炭坑節総
踊りで幕を開ける。この国と町
を支え、ヤマに一命を落とした
520 人の殉職者に思いをはせる
大切な行事だ。

い
っ
た
い
筑
豊
の
坑
口
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
命
を
の
み
こ
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

坑
夫
た
ち
は
い
つ
も
死
の
影
に
追
わ
れ
な
が
ら
生
き
て
い
た
。

赤
池
の
ヤ
マ
は
、
５
２
０
人
も
の
犠
牲
と
家
族
の
悲
痛
を
生
ん
だ
。

尊
い
命
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
立
ち
上
が
っ
た
人
が
い
た
。

↑殉職者に手を合わせる水永町長

↓３千人以上が参加する町民盆踊り

町内で一番坑内に詳しい

田島 利雄さん（下桜）
　昭和9年から明治鉱業赤池鉱業
所に勤務。翌年起きた赤池最大の爆
発事故を体験した。筑豊鉱山学校を
卒業後、採炭課で１坑～４坑にわた
るすべての坑口の現場を担当。閉山
後、第二会社の赤池鉱業で係長、黒
崎窯業の協力会社で作業部門次長、
57年に社長室長として退職。炭鉱
殉職者鎮魂碑建立の発起人。84歳。

一
同
の
祈
り

←かつてあった「合葬之墓」

最
大
の
事
故
か
ら
鎮
魂
碑
建
立
へ

鎮
魂
の
詩う

た



女坑夫の経験をもつ

藤堂 フジノさん
　昭和５年から、明治鉱
業赤池鉱業所第二坑で
父の仕事を手伝う。昭和
９年の坑内女子禁制後
は、町内の小山（小規模
炭鉱）で２年間後山を経
験。猿畑在住、笑顔の
すてきな92歳。

女
坑
夫

に
記
憶
す
る
昭
和
初
期
の
ヤ
マ
の
様
子
を
語

っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
「
太
い
坑
道
が
ド
ン
と
あ
っ
て
、
そ
の
脇
に

い
く
つ
も
の
掘
る
空
間
を
作
り
、
炭
を
掘
り

出
し
て
い
ま
し
た
。
掘
る
場
所
は
床
ぐ
ら
い

の
高
さ
し
か
な
く
、
先
山
は
カ
ン
テ
ラ
（
ラ

ン
プ
）
を
口
に
く
わ
え
な
が
ら
そ
こ
を
進
み
、

横
に
な
っ
て
ツ
ル
ハ
シ
を
操
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
後
山
が
掘
り
出
さ
れ
た
炭
を
ス
ラ

（
炭
を
入
れ
る
箱
）
に
入
れ
て
運
び
出
す
。
先

輩
の
女
坑
夫
た
ち
は
、
真
っ
暗
い
中
で
も
自

由
自
在
に
ス
ラ
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
ま

る
で
神
業
の
よ
う
で
し
た
よ
。
私
が
市
場
尋

常
高
等
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、
多
く
の

友
達
が
坑
内
に
下
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
、
ヤ
マ
は
女
性
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

炭
鉱
に
は
男
女
共
同
参
画
社
会
が
実
現
し
て
い
た
。

数
少
な
い
後あ

と

山や
ま

の
経
験
を
も
つ
藤
堂
フ
ジ
ノ
さ
ん
、

人
生
の
先さ

き

山や
ま

に
当
時
の
話
を
伺
っ
た
。

一
翼
を
担
う日

本
近
代
化
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
底
辺
で
支
え
た
女
坑
夫
た
ち
が
い
た

賃
金
が
良
い
の
で
、
映
画
を
見
た
り
買
い
物

を
し
た
話
を
聞
き
、
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で

す
。
私
が
坑
内
に
下
が
っ
た
の
は
昭
和
５
年
、

父
が
坑
道
を
掘
る
『
掘く

っ

進し
ん

夫ふ

』
の
親
方
を
し

て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
手
伝
い
ま
し
た
。
物

言
わ
ぬ
真
剣
な
作
業
、
隣
に
い
る
人
が
分
か

ら
な
い
ほ
ど
の
暗
黒
の
世
界
で
、
上
か
ら
い

つ
ボ
タ
が
落
ち
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
。
坑

内
の
様
子
は
第
三
者
で
は
考
え
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
坑
内
が
バ
レ
て
下
敷
き
に
な
る
人

や
炭
車
が
暴
走
し
て
大
け
が
に
あ
う
人
も
い

て
、
と
て
も
恐
ろ
し
か
っ
た
。
で
も
み
ん
な

が
優
し
か
っ
た
。
女
性
が
と
て
も
よ
く
働
い

て
い
ま
し
た
。
祭
り
や
運
動
会
で
も
男
子
と

対
抗
し
て
走
っ
た
り
、
い
つ
も
男
子
と
互
角
、

男
女
共
同
で
し
た
し
、
女
性
は
男
以
上
の
労

働
者
で
し
た
。
炭
塵じ

ん

が
渦
巻
く
坑
内
で
、
男

は
真
っ
裸
か
フ
ン
ド
シ
一
丁
。
戸
も
開
け
っ

放
し
、
電
気
も
つ
け
っ
ぱ
な
し
の
家
が
多
か

っ
た
。
け
れ
ど
泥
棒
が
入
っ
た
と
い
う
話
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
の
よ

う
な
凶
悪
な
犯
罪
は
な
か
っ
た
。
今
の
人
は

ぜ
い
た
く
で
恵
ま
れ
す
ぎ
て
い
る
か
ら
弱
い

ん
で
し
ょ
う
。
炭
鉱
の
よ
う
な
重
労
働
は
今

の
人
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
時
は
一
刻
も
早

く
、
一
杯
で
も
多
く
炭
を
出
そ
う
と
い
う
使

命
感
の
も
と
に
、
と
に
か
く
働
き
ま
し
た
よ
」。

　

掘
進
夫
、
後
山
と
炭
鉱
の
仕
事
を
経
験
し

た
藤
堂
フ
ジ
ノ
さ
ん
。
今
回
、
貴
重
な
体
験

談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
の
厳
し
い

労
働
を
耐
え
抜
い
た
自
信
と
誇
り
を
感
じ
た
。

炭
鉱
の
町
で
力
強
く
生
き
た
女
性
の
パ
ワ
ー

は
今
も
健
在
だ
。

　

男
社
会
と
し
て
語
ら
れ
る
炭
鉱
の
歴
史
。

し
か
し
、
女
性
が
ヤ
マ
の
労
働
力
の
一
翼
を

担
っ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。
命
が
け
の
ヤ
マ
仕
事
、

当
時
と
し
て
は
珍
し
く
現
金
収
入
も
得
ら
れ

た
。
経
済
的
、
精
神
的
に
女
性
が
自
立
し
て

い
た
最
盛
期
の
筑
豊
は
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
が
実
現
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

炭
鉱
で
は
先
山
と
呼
ば
れ
る
男
の
採
炭
夫

が
ツ
ル
ハ
シ
で
炭
層
を
掘
り
、
そ
の
掘
り
出

さ
れ
た
石
炭
を
運
搬
す
る
の
が
後あ

と

山や
ま

（
後
向

き
）
と
呼
ば
れ
る
仕
事
、
こ
の
後
山
を
受
け

も
っ
た
の
が
女
坑
夫
（
女
性
坑
内
作
業
員
）
だ
。

　

し
か
し
、
昭
和
９
年
に
坑
内
は
女
子
禁
制

と
な
り
、
女
性
の
炭
坑
に
お
け
る
労
働
は
制

限
さ
れ
た
。
当
時
二
十
歳
だ
っ
た
娘
は
89
歳
。

女
坑
夫
の
経
験
を
も
つ
人
は
極
め
て
少
な
い
。

　

藤
堂
フ
ジ
ノ
さ
ん
は
、
坑
内
に
下
が
っ
た

貴
重
な
経
験
を
も
つ
数
少
な
い
一
人
。
鮮
明

貴
重
な
ヤ
マ
の
残
像

先山㊧後山㊨の男女で行われていた採炭作業
（山本作兵衛画／田川市石炭資料館蔵）

赤池坑の選炭風景



一
景
に
学
ぶ母

な
る
川

彦
山
川
の
深
刻
な
水
質

真
っ
黒
い
「
ぜ
ん
ざ
い
川
」

←彦山川に架かった板
橋を渡る学生たち、川
は身近な存在だった。

←蒸気機関車をうら
めしそうに眺める船
頭。（山本作兵衛画／
田川市石炭資料館蔵）

↓遠賀川を行く「川ひらた」（別名：
五平太舟）。江戸時代から明治時代
にかけて、石炭運送の主役として活
躍した。浅瀬でも通れるように底が
平らになっているのが特徴。

　「遠賀川流域住民の会」が川ひらたを再
現。10月 18 日からの２日間、赤池から洞
海湾までの 30 ㎞を明治時代に石炭を運ん
でいたルートで下った。こぎ手となった大
久保さん（写真左）は、舟からみた川のゴ
ミの多さに驚いたと言う。郷土の歴史を振
り返り、川の浄化を呼びかけた。

　

か
つ
て
流
域
に
広
が
っ
て
い
た
豊
か
な

穀
倉
地
帯
の
景
色
は
、
石
炭
産
業
に
よ
っ

て
一
変
す
る
。

　

20
世
紀
初
頭
ま
で
石
炭
輸
送
の
主
役
を

担
っ
て
い
た
遠
賀
川
水
系
の
水
運
。
最
盛

期
に
は
７
千
隻
以
上
も
あ
っ
た
い
う
「
川

ひ
ら
た
」
が
、
彦
山
川
・
遠
賀
川
を
上
下

し
て
い
た
。
浅
瀬
を
は
じ
め
難
所
の
多
い

こ
の
川
で
、
船
の
舵か

じ

を
巧
み
に
操
っ
た
威

勢
の
い
い
船
頭
た
ち
は
、
今
も
残
る
「
川

筋
気
質
」
の
原
形
を
つ
く
っ
た
。

　

だ
が
皮
肉
に
も
、
水
運
の
転
機
は
炭
鉱

の
隆
盛
と
と
も
に
訪
れ
た
。
石
炭
輸
送
は

「
川
ひ
ら
た
」
か
ら
、
黒
い
煙
を
吐
く
蒸
気

機
関
車
に
代
わ
る
。
よ
り
確
実
に
大
量
に

運
べ
る
鉄
路
が
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡

ら
さ
れ
た
。
数
万
人
と
も
い
わ
れ
る
川
筋

船
頭
の
職
が
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

国
策
に
よ
る
石
炭
大
量
生
産
時
代
に
突
入

し
て
い
く
。

　

24
時
間
稼
働
す
る
真
っ
黒
い
街
、
そ
こ

か
ら
流
れ
出
た
真
っ
黒
い
水
。
炭
の
粉
で

川
は
黒
く
濁
っ
て
、
い
つ
し
か
「
ぜ
ん
ざ

い
川
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ヤ
マ
が
消
え
、
灰
色
の
町
が
色
づ
き
始

め
た
こ
ろ
、
彦
山
川
の
水
も
ま
た
、
本
来

の
流
れ
を
取
り
戻
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
見
た
目
だ
け
で
、
実
際

は
深
刻
な
状
況
だ
と
い
う
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
川
に
親
し
ん
で
き
た
大

久
保
琢
磨
さ
ん
。
こ
の
川
を
守
る
た
め
、

平
成
８
年
に
「
ひ
こ
さ
ん
が
わ
夢
の
会
」

を
立
ち
上
げ
た
。
今
の
子
ど
も
た
ち
に
、

も
っ
と
川
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
川

づ
く
り
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
「
川
で
は
よ
く
泳
ぎ
ま
し
た
。
上
が
っ
た

ら
体
中
が
真
っ
黒
で
ね
、
河
川
敷
に
あ
っ

た
池
で
炭
の
粉
を
洗
い
流
し
て
い
ま
し
た
。

縫
い
針
で
う
な
ぎ
を
釣
っ
た
り
、
本
当
に

良
い
遊
び
場
で
し
た
。
私
は
い
ち
ば
ん
川

で
遊
ん
だ
年
代
で
し
ょ
う
が
、
先
人
は
今

の
上
野
橋
の
下
で
草
競
馬
を
楽
し
ん
で
い

た
そ
う
で
す
。
川
の
水
は
黒
か
っ
た
け
ど

ア
ユ
も
泳
い
で
い
た
し
、
ホ
タ
ル
も
た
く

さ
ん
い
た
。
水
質
が
良
い
か
ら
い
ろ
ん
な

生
物
が
い
ま
し
た
。
今
は
見
た
目
だ
け
で
、

水
質
は
極
め
て
悪
い
。
河
川
敷
に
も
ゴ
ミ

が
散
乱
し
、
化
学
洗
剤
な
ど
現
代
特
有
の

生
活
排
水
で
汚
染
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々

の
よ
う
な
者
で
な
い
と
昔
の
彦
山
川
は
良

か
っ
た
と
思
え
な
い
で
し
ょ
う
。
百
年
か

か
っ
て
汚
れ
た
の
な
ら
、
百
年
す
れ
ば
良

く
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
今
の
生

活
様
式
や
意
識
を
変
え
な
い
か
ぎ
り
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
汚
れ
て
い
く
ば
か
り
で
す
。

一
日
も
早
く
自
然
を
回
復
さ
せ
た
い
。
豊

か
な
川
を
取
り
戻
し
た
い
で
す
ね
」。

　
「
人
も
虫
も
魚
も
鳥
も
み
ん
な
川
と
共
に

生
き
て
い
ま
す
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
河
川
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
夢

の
会
」
の
み
な
さ
ん
。「
ア
ユ
の
住
め
る
川

に
し
た
い
」
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
、
母

な
る
川
の
回
復
に
努
め
て
い
る
。

　

九
州
一
級
河
川
に
お
け
る
平
成
14
年
度

の
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
彦
山
川
が
ワ

ー
ス
ト
２
位
を
記
録
し
た
。
私
た
ち
は
、

か
つ
て
「
ぜ
ん
ざ
い
川
」
と
呼
ば
れ
た
こ

の
川
を
さ
ら
に
汚
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
私
た
ち
の
手
で
、
美
し
い
川
の

バ
ト
ン
を
次
代
の
子
ど
も
た
ち
に
渡
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
は
な
き
ボ
タ
山
が
赤
池
炭
鉱
の
父
だ
と
す
れ
ば
、
彦
山
川
は
母
で
あ
る
。

昔
日
の
面
影
が
な
い
こ
の
町
、

そ
の
中
央
を
流
れ
る
彦
山
川
だ
け
が
脈
々
と
流
れ
を
た
た
え
て
い
る
。

母
な
る
川
は
、
私
た
ち
に
何
を
語
り
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

彦山川の川づくりに取り組む

大久保 琢磨さん
　猿畑在住。平成８年に「ひ
こさんがわ夢の会」を立ち上げ、
河川敷の清掃活動をはじめ、イ
ベント、こいのぼり掲揚などを
行う。現在、同会会長のほか「田
川ふるさと川づくり交流会」会
長、「遠賀川流域住民の会」世
話人、「遠賀川生活排水対策協
議会」委員を務める。69歳。



本
初
の
炭
鉱
技
術
員
養
成
学
校

が
、
こ
の
赤
池
町
に
あ
っ
た
こ

と
を
知
る
人
は
少
な
い
。
明
治

鉱
業
株
式
会
社
の
創
業
者
・
安
川
敬
一
郎
。

「
炭
鉱
の
近
代
化
は
人
づ
く
り
に
あ
る
」
と

学
問
の
主
要
性
を
力
説
し
、
か
ね
て
か
ら
の

念
願
だ
っ
た
教
育
施
設
の
設
立
を
こ
こ
ろ
み

た
。
そ
し
て
明
治
35
年
４
月
、
中
堅
技
術
員

の
養
成
を
目
的
と
し
た
「
私
立
赤
池
鉱
山
学

校
」
を
開
校
す
る
。
当
時
、
ほ
か
の
炭
鉱
で

は
例
の
な
い
画
期
的
な
施
設
だ
っ
た
。

　

こ
の
学
校
は
、
普
通
中
等
学
校
卒
業
者
を

対
象
と
し
た
２
年
制
。
数
学
・
製
図
・
化
学
・

地
質
学
・
測
量
・
電
気
・
鉱
山
法
律
・
採
炭
・

冶
金
・
土
木
・
機
械
に
つ
い
て
の
学
習
と
毎

週
24
時
間
の
坑
内
実
習
を
行
っ
た
。
学
生
に

は
、衣
服
や
食
費
な
ど
一
切
が
支
給
さ
れ
た
。

　初期の九州工業大学（旧･明
治専門学校）。当初の校舎設計
は辰野金吾（東京駅の設計者）。
現在、情報工学部キャンパス
が産炭地振興政策により飯塚
市にある。今日でも九工大同窓
会は「明専会」と称している。

　

明
治
37
年
４
月
の
第
１
期
卒
業
生
は
９
人

在
校
生
は
40
人
を
数
え
た
。
し
か
し
、
明
治

36
年
、
２
度
に
わ
た
る
坑
内
火
災
が
発
生
し

た
（
36
人
殉
職
・
負
傷
者
13
人
）。
そ
の
対

処
に
追
わ
れ
、
学
校
存
続
に
支
障
を
き
た
す

よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
２
期
生
15
人
を
在

学
１
年
半
で
卒
業
さ
せ
、
筑
豊
唯
一
の
私
立

炭
鉱
教
育
校
は
、
明
治
37
年
12
月
、
開
校
３

年
目
で
つ
い
に
廃
校
と
な
っ
た
。

　

だ
が
、
そ
の
志
は
つ
い
え
な
か
っ
た
。
日

露
戦
争
が
も
た
ら
し
た
炭
鉱
景
気
に
よ
っ
て

安
川
敬
一
郎
は
明
治
42
年
４
月
「
明
治
専
門

学
校
」
を
現
在
の
北
九
州
市
戸
畑
区
に
開
設

す
る
。
そ
の
後
、
大
正
９
年
、
こ
の
広
大
な

施
設
を
政
府
に
献
納
し
た
。「
官
立
明
治
専

門
学
校
」
は
昭
和
24
年
の
学
制
改
革
で
「
九

州
工
業
大
学
」
と
な
り
、今
に
至
っ
て
い
る
。

日
創業者 安川 敬一郎の志

こころざし

…幻の学校

一時の学舎

　明治37年、赤池鉱山学校第
１回卒業記念の写真。大学出身
の上級技術者を補佐する人材を
養成した。しかし、３年間とあま
りにも短い期間で廃校に至る。
卒業した計24人は、赤池をは
じめ北海道などでも活躍した。

明
治
18
年
、
遠
賀
・
鞍
手
・
嘉
麻
・
穂
波
・
田
川
の
同
業
組
合
が
合
併
し

「
筑
豊
石
炭
坑
業
組
合
」
が
結
成
さ
れ
た
。

「
筑
豊
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
。

筑
前
と
豊
前
の
頭
文
字
を
と
っ
て
、
わ
が
国
最
大
の
炭
田
を
抱
え
る
「
筑
豊
」
が
生
ま
れ
た
。

ハ
イ
カ
ラ
な
人
、
珍
し
い
物
、
新
し
い
技
術
な
ど
、
中
央
文
化
が
短
時
間
に
押
し
寄
せ
た
。

数
百
の
ボ
タ
山
と
モ
ダ
ン
な
建
物
、
整
然
と
並
ぶ
炭
鉱
長
屋
が
同
居
す
る

全
国
で
最
も
活
気
の
あ
る
地
方
と
な
っ
た
。

他
の
地
域
と
一
線
を
分
か
つ
特
異
な
風
土
は
、
卓
越
し
た
人
材
を
生
み
出
し
て
い
く

ー

第三章炭
ヤ

鉱
マ

と人

明
治
鉱
業
株
式
会
社
の
創
業
者
、
初
代
社
長
・
安
川
敬
一
郎
。

明
治
専
門
学
校
を
政
府
に
献
納
し
た
功
績
に
よ
り
、
大
正
９
年
に
一
代
男
爵
位
を
授
け
ら
れ
た
。

（
明
治
鉱
業
株
式
会
社
「
社
史
」
よ
り
）



　
「『
両
眼
摘
出
昼
夜
を
わ
か
た
ず
』
と
い
う

前
書
き
が
あ
っ
て
『
長
き
夜
と
も
短
き
日
と

も
わ
き
ま
へ
ず
』
と
い
う
句
が
こ
の
句
集
の

は
じ
め
に
あ
る
が
、
こ
の
時
か
ら
句
狂
君
の

肉
眼
は
め
し
い
た
が
心
眼
は
開
け
た
の
で
あ

る
」。
句
集
『
由ゆ

布ふ

』
に
寄
せ
た
高
浜
虚き

ょ

子し

の
序
文
で
あ
る
。

　

緒
方
句
狂
、
本
名
・
稔
。
明
治
36
年
、
赤

池
に
生
ま
れ
る
。
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、

大
阪
で
呉
服
の
商
い
を
し
た
。
ハ
イ
カ
ラ
な

句
狂
は
、仕
事
も
遊
び
も
人
一
倍
。
し
か
し
、

炭
鉱
寮
を
経
営
し
て
い
た
祖
父
は
彼
を
心
配

し
、
呼
び
戻
し
た
。
句
狂
は
明
治
鉱
業
赤
池

炭
坑
で
坑
夫
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
。
や

が
て
結
婚
、
妻
・
ユ
キ
さ
ん
と
２
人
の
子
を

も
う
け
、
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
た
矢
先
、
句

狂
は
突
然
の
不
運
に
見
舞
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

昭
和
９
年
、
５
月
に
起
き
た
坑
内
爆
発
。

危
う
く
命
は
取
り
止
め
た
が
、
句
狂
は
両
目

を
摘
出
す
る
と
い
う
重
傷
を
負
っ
た
。
31
歳

の
出
来
事
、
妻
は
長
男
・
明
利
さ
ん
を
宿
し

そ
し
て

「
露
の
身
の
我
に
俳は

い

諧か
い

な
か
り
せ
ば
」

の
句
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
失
明
の

世
界
に
光こ

う

明み
ょ
うを
見
い
だ
し
た
句
狂
で
あ
っ
た
。

　
「
邪
悪
の
淵
に
溺お

ぼ

れ
て
い
た
私
は
、
虚
子

先
生
や
静
雲
先
生
の
温
か
い
情な

さ
け

に
救
い
上
げ

ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
今
更
な
が
ら
感

泣
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
」。（
句
狂
記
）

　

句
狂
は
10
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
た
。
長
女

の
宇
都
宮
コ
ユ
キ
さ
ん
は
、
か
つ
て
の
父
の

面
影
を
し
の
ぶ
。

　
「
父
の
手
を
引
い
て
よ
く
句
会
に
連
れ
て

行
き
ま
し
た
。
句
友
も
多
か
っ
た
で
す
。
家

で
は
毎
日
、
句
を
詠
み
、
私
た
ち
は
辞
書
を

引
い
た
り
し
て
手
伝
い
ま
し
た
。
作
句
の
時

は
情
景
を
想
像
し
て
、
そ
の
世
界
に
入
っ
て

し
ま
う
父
。
光
を
失
っ
た
こ
と
で
、
音
、
人

の
気
配
、
臭に

お

い
な
ど
に
敏
感
に
な
り
、
感
性

が
と
ぎ
す
ま
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
目

が
見
え
て
い
た
ら
違
う
人
生
を
送
っ
て
い
た

で
し
ょ
う
し
、
俳
句
の
道
に
は
進
ま
な
か
っ

た
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
、
句
を

詠
ん
だ
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
情
感
の
句

が
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」。

　

句
境
を
深
め
た
彼
は
、
句
人
と
し
て
最
高

の
名
誉
で
あ
る
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
巻
頭
を
３
回

も
飾
り
、
盲
目
の
俳
人
と
し
て
全
国
に
知
ら

れ
た
。
昭
和
20
年
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
と
な

り
、
数
々
の
名
句
を
生
み
出
し
た
句
狂
は
、

句
集
『
由
布
』
の
発
行
に
向
け
着
手
す
る
。

確
か
な
希
望
、
将
来
へ
の
期
待
、
俳
句
と

い
う
光
り
輝
く
道
を
一
筋
に
歩
む
句
狂
だ
っ

た
。
し
か
し
、
昭
和
21
年
、
道
半
ば
に
し
て
、

食
道
ガ
ン
に
倒
れ
て
し
ま
う
。

「
闘
病
の
我
を
は
げ
ま
す
虫
時し

ぐ
れ雨
」

　

辞
世
の
句
を
残
し
、昭
和
23
年
11
月
21
日
、

46
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
炭
坑
事
故
に
運
命

を
左
右
さ
れ
た
激
動
の
人
生
だ
っ
た
。

「
目
を
奪
ひ
命
を
奪
ふ
諾だ

く

と
鷲
」

　

彼
の
死
を
嘆
い
た
高
浜
虚
子
は
、
こ
の
弔

と
む
ら

い
の
句
を
句
狂
に
さ
さ
げ
た
。

　

句
集
『
由
布
』
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、
句

狂
が
こ
の
世
を
去
っ
た
翌
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

（
敬
称
略
／
参
考『
由
布
』）

一
句
に
光
を
求
め
た
盲
目
の
俳
人

←「斑猫にあそべる心よび戻
し」（中央直筆）句狂が定規を
あてながら書いたという色
紙。右は句狂を俳句に導い
た奥本黙星の弟･奥本たか
お、左は句友･古川紺子
が詠んだもの。

緒
方 

句
狂

故・緒方句狂氏の長女

宇都宮 コユキさん
　「料理屋や旅館を経営して
いましたので、私は父の作
句と家の手伝いに忙しかっ
たです。厳しくもやさしい父
でした」。コユキさんが大好
きな句「杖とめて仰ぐ盲や
揚雲雀」の横で、稲荷町在
住（元・寿旅館）。

て
い
た
。
彼
は
暗
黒
の
世
界
に
絶
望
す
る
。

　
「
人
を
怨う

ら

み
、
世
を
呪の

ろ

い
は
じ
め
、
幾
度

か
自
殺
を
も
計
っ
た
ほ
ど
で
、
心
は
日
々
に

荒あ
ら

ん
で
ゆ
く
ば
か
り
で
し
た
」。（
句
狂
記
）

　

療
養
中
、妹
婿む

こ

の
奥
本
黙も

く

星せ
い

が
度
々
訪
れ
、

句
狂
に
俳
句
を
勧
め
た
。最
初
は
断
っ
た
が
、

熱
心
な
言
葉
に
動
か
さ
れ
、
し
だ
い
に
詩う

た

の

世
界
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
て
い
く
。
黙
星
は

句
狂
の
句
を
選
び
、
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

に
投
稿
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
年
の
12
月
号

に
初
入
選
す
る
。

「
長
き
夜
を
眠
り
通
し
て
ま
る
三
日
」

と
い
う
句
狂
の
句
を

「
長
き
夜
と
も
短
き
日
と
も
わ
き
ま
へ
ず
」

と
高
浜
虚
子
が
添
削
し
た
。　

　
「
表
現
に
よ
っ
て
は
こ
う
も
変
わ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
つ
く
づ
く
と
教
え
て
い
た
だ

い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
ご
と
き
者
に
と

っ
て
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
縁
遠
い
も
の
に
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
努
力
一
つ
に
よ
っ
て
は

入
選
で
き
る
と
い
う
確
信
を
も
得
て
、
益
々

精
進
を
怠
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。（
句
狂
記
）

　

高
浜
虚
子
、河
野
静せ

い

雲う
ん

ら
に
指
導
を
受
け
、

句
狂
の
俳
句
は
瞬
く
間
に
開
け
て
い
っ
た
。

↑下段中央が河野静雲、右横が緒方句狂。高浜虚
子とともに句狂が師と仰ぐ静雲。福岡にいた静雲
は、句狂の俳句人生に大きな影響を与えた。

→「行く春や
身近きものに
古りし杖」句狂
直筆、有田焼。

→
興
国
寺
山
門
の
わ
き
に
建
つ
「
行
く
我
を

囚
へ
落
葉
は
駆
け
巡
る
」
の
句
碑
。

←高浜虚子／俳
人・小説家。正
岡子規から受け継
ぎ「ホトトギス」
を主宰、花鳥諷

ふう

詠
えい

の客観写生を説い
た。大正・昭和の
俳壇を導く。

←句集『由布』句
狂の句３百句を掲
載。題字は高浜虚子。
亡くなった翌年の昭
和 24年７月に発行。

　　　　　　　　　　　緒方句狂（おがた・くきょう）
　明治 36年、赤池町に生まれる。父の古物商を助け、
明治鉱業赤池炭鉱の坑内夫として働く。昭和９年、坑
内のダイナマイトによる爆発事故で失明。以後、俳句
の道を歩む。高浜虚子、河野静雲の指導を受け句境を
深めた。「空耳か炉話かるく手で押さへ」「行く我を囚
へ落葉は駆け巡る」「魂ぬけて落葉はもとの地に平ら」
の３句が『ホトトギス』の巻頭を飾った。昭和 23年、
食道ガンで亡くなる。享年46。

　

坑
内
の
爆
発
事
故
で
失
明
、

暗
闇や

み

に
俳
句
と
い
う
光
を
見
い

だ
し
た
緒
方
句
狂
。
高
浜
虚
子

も
認
め
た
彼
の
詩う

た

は
『
ホ
ト
ト

ギ
ス
』
の
巻
頭
を
三
度
飾
っ
た
。

←「虫の夜に今
宵もひとりあそ
ぶべく」句狂直
筆、有田焼。

心
眼
で
と
ら
え
た
感
性
の
句

←
白
糸
の
滝
の
前
で
、
左
か
ら
６
人
目
が
句
狂
。



田
中 

六
助

　
「
俺
も
す
ぐ
い
く
か
ら
」。
戦
闘
機
に
乗
り

込
む
部
下
の
肩
を
た
た
き
、
送
り
出
す
将
校

が
い
た
。
田
中
六
助
。
赤
池
に
生
ま
れ
、
市

場
小
学
校
、
田
川
中
学
校
を
経
て
早
稲
田
大

学
を
卒
業
。
昭
和
18
年
か
ら
終
戦
ま
で
海
軍

航
空
大
尉
と
し
て
兵
役
に
服
し
た
。
そ
こ
で

多
く
の
友
と
部
下
の
死
を
見
つ
め
て
き
た
。

　
「
政
治
の
貧
困
で
戦
争
が
起
こ
り
、
青
年

が
死
ん
で
い
く
。
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
」。

　

そ
の
思
い
は
い
つ
し
か
彼
に
政
治
家
へ
の

道
を
歩
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

昭
和
24
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
に
入
社
。

ロ
ン
ド
ン
支
局
長
、政
治
部
次
長
を
歴
任
し
、

昭
和
35
年
、
池
田
勇
人
首
相
の
秘
書
に
転
じ

た
。
世
界
の
経
済
を
新
聞
社
で
体
得
し
、
日

本
の
政
治
を
首
相
の
懐
で
学
ん
だ
。
そ
し
て

昭
和
38
年
、衆
議
院
議
員
初
当
選
を
果
た
す
。

赤
池
が
生
ん
だ
巨
星

常
に
産
炭
地
復
興
の
先
頭
に
立
ち
、
そ
の
生
涯
を
注
い
だ
田
中
六
助
。

「
六
さ
ん
」
と
慕
わ
れ
た
偉
大
な
政
治
家
は
、
何
よ
り
も
故
郷
を
愛
し
て
い
た
。

皮
肉
に
も
、
故
郷
の
炭
鉱
が
傾
き
、
閉
山
へ

と
追
い
込
ま
れ
る
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

日
本
の
経
済
政
策
に
関
わ
り
、
内
務
、
外

務
に
奔
走
。
そ
し
て
石
炭
対
策
特
別
委
員
会

な
ど
で
産
炭
地
の
振
興
に
全
力
を
注
い
だ
。

彼
の
頭
か
ら
「
田
川
の
復
興
」
が
離
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
首
相
か
ら

入
閣
ポ
ス
ト
の
希
望
を
聞
か
れ
「
通
商
産
業

大
臣
」
と
答
え
た
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。

　

当
選
５
回
目
で
内
閣
官
房
長
官
。
当
選
７

回
目
の
昭
和
55
年
７
月
、
通
商
産
業
大
臣
に

就
任
。
そ
の
後
、
自
民
党
政
務
調
査
会
長
を

経
て
、８
回
目
の
当
選
を
飾
っ
た
昭
和
58
年
、

自
民
党
幹
事
長
の
要
職
に
就
い
た
。

　

妹
、
大
池
チ
サ
ト
さ
ん
（
上
里
）
は
、
兄

六
助
を
「
こ
の
上
な
い
努
力
家
」
と
語
る
。

　
「
家
族
に
は
仕
事
の
話
を
一
切
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
決
し
て
高
ぶ
る
こ
と
な
く
、
黙
々
と

人
の
何
倍
も
働
い
た
人
で
す
。
東
京
・
福
岡

間
を
１
日
２
往
復
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
先
祖
を
大
切
に
す
る
人
で
、
ど
ん
な

に
忙
し
く
て
も
故
郷
に
帰
れ
ば
仏
壇
に
線
香

を
あ
げ
て
、
自
分
の
思
い
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。
地
元
の
人
に
『
六
さ
ん
』
と
慕
わ
れ
た

兄
、
本
当
に
や
さ
し
い
人
で
し
た
」。

　

愛
著
は
マ
ッ
ク
ス
ウ
エ
ー
バ
ー
の
『
職
業

と
し
て
の
政
治
』。
大
の
読
書
家
で
あ
る
彼

は
、
政
務
室
、
移
動
中
、
自
宅
で
常
に
３
冊

の
本
を
読
破
し
て
い
た
と
い
う
。

　
「
先
生
は
、
何
事
も
早
か
っ
た
。
記
者
で

し
た
か
ら
読
書
も
斜
め
読
み
、
食
事
も
秘
書

が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
陳
情
に
対

し
て
も
即
決
、
で
き
な
い
こ
と
は
ダ
メ
、
で

き
る
こ
と
は
す
ぐ
さ
ま
行
動
に
移
す
人
で
し

た
。『
来
る
人
は
そ
れ
な
り
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
。
誠
意
を
持
っ
て
接
し
な
さ
い
』
と

常
々
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
」。
秘
書
を

勤
め
た
浦
田
弘
二
教
育
長
は
振
り
返
る
。

　

行
動
派
で
あ
り
、
信
念
を
貫
く
政
治
家
・

田
中
六
助
。
産
炭
地
復
興
に
党
派
を
越
え
て

力
を
尽
く
し
た
。
炭
鉱
を
知
ら
な
い
政
治
家

が
「
過
去
の
こ
と
に
何
で
国
費
を
つ
ぎ
込
む

の
か
」
と
主
張
す
る
風
潮
を
嘆
い
て
い
た
。

一
方
、
筑
豊
の
市
町
村
長
に
は
「
い
つ
ま
で

も
甘
え
て
い
て
は
い
け
な
い
。
自
立
の
道
を

歩
み
な
さ
い
」
と
諭
し
た
。

　

地
元
田
川
で
開
か
れ
た
田
中
六
助
・
幹
事

長
就
任
祝
賀
会
。「
皆
さ
ん
と
久
し
ぶ
り
に

お
会
い
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
い
、
心
の
底

か
ら
く
つ
ろ
げ
る
思
い
で
す
。
私
の
心
に
は

常
に
田
川
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の
こ
と
が
頭
か

ら
は
離
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
と
冒

頭
で
述
べ
た
後
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
過
去
十
年
間
に
産
炭
地
振
興
で
実
に

千
五
百
億
円
が
田
川
市
郡
に
注
ぎ
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
も
し
こ
の
お
金
が
一
度
に
田
川
地
区

に
ど
ん
と
お
か
れ
、
企
業
を
誘
致
し
て
生
産

都
市
田
川
が
生
ま
れ
た
ら
何
と
す
ば
ら
し
い

で
し
ょ
う
。
鉱
害
復
旧
な
ど
公
共
事
業
は
い

ず
れ
も
大
事
な
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
再
生

産
の
で
き
る
前
向
き
な
予
算
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
つ
ま
で
も
同
じ
事
を
繰
り
返
し
て
い

て
は
前
進
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
時
的
で
は
な

く
長
期
的
展
望
で
、
皆
さ
ん
が
本
当
に
一
つ

に
な
っ
て
新
生
田
川
を
つ
く
る
時
、
私
は
そ

の
先
頭
に
立
ち
、
渾こ

ん
し
ん身
の
努
力
を
し
、
皆
さ

ん
の
期
待
に
応
え
る
つ
も
り
で
す
。
21
世
紀

に
向
け
、
子
孫
に
誇
り
の
持
て
る
豊
か
な
郷

土
を
ど
う
し
た
ら
つ
く
れ
る
か
、
こ
の
私
は

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。
み
ん
な
で
知

恵
を
出
し
合
い
、
本
当
に
良
い
田
川
、
良
い

故
郷
づ
く
り
に
明
る
く
前
進
し
ま
し
ょ
う
」。

　

赤
池
が
生
ん
だ
偉
大
な
政
治
家
・
田
中
六

助
は
昭
和
60
年
１
月
31
日
、
61
歳
で
こ
の
世

を
去
る
。
日
本
の
政
治
、
故
郷
の
復
興
に
注

が
れ
た
そ
の
生
涯
は
、
彗す

い

星せ
い

の
ご
と
く
強
烈

な
光
を
放
っ
た
。（
敬
称
略
／
参
考
『
保
守

本
流
の
直
言
』
田
中
六
助
著
）

一
生
を
故
郷
に
捧
げ
た
政
治
家

故･田中六助氏の妹

大池 チサトさん
　元学校教諭、上里在住
「もし私の仕事で問題が
起きたら兄に迷惑がかか
りますから、教職時代に
は緊張感をもって仕事に
臨んでいました。分刻み
のスケジュールの合間に
珍しいお土産をたくさん
持ってきてくれましたよ」。

「面倒見のいいやさしい人だった」と当時の写真を
手に昔をなつかしむ夫･大池保房さん（左･元校長）

　（たなか･ろくすけ）大正 12 年、赤池町に生まれる。
市場小・田川中を経て早稲田大学を卒業。海軍航空大
尉として兵役に服した後、日本経済新聞社に入社。ロ
ンドン支局長、政治部次長を歴任。その後、池田総理
秘書に転じる。昭和 38 年、衆議院議員初当選。昭和
53 年、内閣官房長官に就任。その後、昭和 55 年、通
産大臣、翌年、自民党政調会長を経て、昭和 59 年、同
党幹事長に就任。昭和 60年１月 31 日死去。享年 61。

→彦山川土手の県道に建つ
「生誕の地」の看板。その左奥
が「六さん」の生家にあたる。

←「田中六助先生顕彰像」。
平成５年９月 25日に竣工
された。炭鉱殉職者鎮魂碑
の横に建っている。

→大人物は高遠な
志を抱いて俗世間
には住まない。また
小事にこだわらないた
とえ。［列子］（広辞苑）
故・田中六助氏は、池田・
大平両首相と共に保守本流
の道を歩いた政治家だった。



イ
レ
ズ
ミ
を
背
に
か
ら
い
、
酒
、

バ
ク
チ
、
ケ
ン
カ
が
絶
え
な
い

炭
鉱
社
会
。
気
の
荒
い
坑
夫
た

ち
は
、
藩
士
、
庄
屋
出
身
の
鉱
主
で
は
手
に

負
え
な
か
っ
た
。坑
夫
た
ち
を
と
り
ま
と
め
、

労
働
面
の
管
理
を
一
手
に
引
き
受
け
る
人
が

必
要
だ
。
そ
の
役
を
担
っ
た
の
が
納
屋
頭
だ

っ
た
。（
納
屋
頭
は
「
統
領
」「
棟
梁
」「
頭
領
」

な
ど
と
呼
ば
れ
る
）

　

お
も
に
、
明
治
時
代
の
炭
鉱
は
、
鉱
主
と

納
屋
頭
の
契
約
に
よ
っ
て
、
業
務
の
一
部
、

ま
た
は
全
部
を
請
け
負
う
「
納
屋
制
度
」
が

確
立
さ
れ
て
い
た
。
納
屋
頭
は
、
腕
っ
ぷ
し

が
強
く
て
肝
が
す
わ
っ
た
、
統
率
力
と
指
導

力
の
あ
る
者
に
し

か
務
ま
ら
な
か
っ

た
。
赤
池
町
史
に

記
さ
れ
、
山
本
作

兵
衛
の
墨
絵
に
も

紹
介
さ
れ
て
い
る

松
岡
陸
平
。
伝
説

の
納
屋
頭
で
あ
る
。
陸
平
は
、
嘉
永
５
年
、

市
津
（
赤
池
町
市
場
）
に
生
ま
れ
る
。
父
は

仁
右
衛
門
。
幼
少
の
こ
ろ
家
運
が
傾
き
、
借

金
を
返
す
た
め
13
歳
で
働
き
は
じ
め
る
。
19

歳
で
鯰
田
坑
に
入
り
、
病
床
の
父
と
幼
い
弟

妹
を
養
っ
た
苦
労
人
だ
。
西
南
の
役
に
は
軍

夫
と
し
て
従
軍
、
そ
の
働
き
が
認
め
ら
れ
、

陸
軍
電
信
掛
一
等
工
夫
に
任
命
さ
れ
て
い

る
。
月
俸
は
36
円
と
い
う
大
金
だ
っ
た
。

　

故
郷
に
帰
っ
た
陸
平
は
、
赤
池
の
坊
主
ヶ

谷
坑
で
頭
角
を
現
す
。
大
バ
ク
チ
、
大
ゲ
ン

カ
に
負
け
知
ら
ず
。ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の「
お

多
福
の
に
っ
こ
り
笑
っ
た
イ
レ
ズ
ミ
」
は
、

居
並
ぶ
強つ

わ
も
の者
を
次
々
と
ひ
れ
伏
せ
さ
せ
た
。

　

29
歳
の
と
き
、
坑
夫
２
百
人
を
率
い
て

佐
賀
小
城
郡
木
原
炭
坑
で
頭
領
を
務
め
た

後
、
六
つ
の
炭
坑
を
頭
領
と
し
て
渡
り
歩
き

明
治
24
年
、
赤
池
坑
に
移
っ
た
。

　
「
事
が
あ
る
と
陣
笠
を
か
ぶ
り
、
一
刃
を

た
ば
さ
み
、馬
を
飛
ば
し
て
駆
け
つ
け
る
と
、

た
い
て
い
の
ケ
ン
カ
も
ケ
リ
が
つ
い
た
。
赤

池
は
も
ち
ろ
ん
、
筑
豊
近
隣
を
取
り
仕
切
っ

て
い
た
」
と
、町
史
で
古
老
が
語
っ
て
い
る
。

　

そ
の
最
た
る
仲
裁
劇
が
、
明
治
31
年
12
月

20
日
に
起
き
た
香
春
町
で
の
大
乱
闘
だ
。
糸

飛
と
中
津
原
の
坑
夫
た
ち
が
に
ら
み
合
い
、

鉄
砲
や
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
も
用
い
ら
れ
た
。
21

日
に
は
加
勢
人
も
加
わ
る
始
末
で
、
香
春
、

直
方
の
警
察
署
か

ら
80
人
が
出
動
し

た
が
、
こ
れ
を
制

止
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
翌

22
日
、
松
岡
陸
平

と
田
川
採
炭
坑
大

統
領
・
藤
井
多
吉
の
両
者
が
、
馬
を
馳は

せ
参

じ
て
、よ
う
や
く
仲
裁
が
成
立
し
た
と
い
う
。

　

子
ど
も
を
置
き
去
り
に
し
て
逃
げ
出
し
た

夫
婦
を
追
い
か
け
、
遠
賀
川
土
手
で
子
ど
も

を
手
渡
し
「
達
者
で
暮
ら
せ
」
と
餞せ

ん
べ
つ別
を
握

ら
せ
た
頭
領
の
話
も
残
っ
て
い
る
よ
う
に
、

義
理
人
情
に
厚
く
、
さ
細
な
事
に
こ
だ
わ
ら

な
い
、
一
本
気
な
川
筋
男
。
松
岡
陸
平
は
筑

豊
一
の
納
屋
頭
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
。

　

一
方
、「
納
屋
制
度
」
は
明
治
32
年
、
赤

池
鉱
主
・
安
川
敬
一
郎
に
よ
る
坑
夫
直
轄
制

導
入
、
採
炭
切
符
廃
止
を
さ
き
が
け
に
、
衰

退
の
一
途
を
た
ど
る
。
大
正
11
年
の
国
会
で

「
納
屋
制
度
廃
止
」
が
議
決
さ
れ
た
。

イ
ケンカは待った！筑豊を仕切る納

な

屋
や

頭
がしら

…松岡陸平

一喝の壮漢

ヤ
マ
と
喧け
ん
か嘩

　

明
治
時
代
、
ヤ
マ
の
喧
嘩
は

景
品
の
様
に
想お
も

わ
れ
て
い
た
。

　

年
頃
一
番
話
題
に
な
っ
て
い

た
大
喧
嘩
は「
豊
前
の
会
社
」（
田

川
郡
後
藤
寺
）。
こ
れ
が
戦
争
の

如
き
激
し
さ
で
あ
っ
た
と
云い

う
。

谷
を
挟
ん
で
大
ナ
ヤ
同
志
の
決

闘
で
一
方
は
七
百
人
、
一
方
は

二
百
五
十
人
、
互
に
マ
イ
ト
な

ど
投
げ
合
い
、
両
方
の
死
者
だ

け
で
も
三
十
九
名
も
出
た
ら
し

い
。
そ
れ
が
三
日
三
晩
も
続
い

た
と
は
物も
の
す
ご凄
い
。
明
治
中
期
で

も
刺い
れ
ず
み青
の
な
い
者
は
ヤ
マ
人
に

非あ
ら

ず
の
観か
ん

が
あ
っ
た
。

昭
和
45
年
、
赤
池
の
炭
鉱
は
赤
池
鉱
業
株
式
会
社
の
閉
山
で
幕
を
閉
じ
る
。

人
口
の
流
出
、
産
業
の
空
洞
化
、
坑
道
の
崩
壊
な
ど
に
よ
る
鉱
害

ー

急
激
な
変
化
は
人
々
の
暮
ら
し
や
町
の
風
景
さ
え
も
変
え
て
し
ま
っ
た
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
天
を
突
き
、
昭
和
に
そ
び
え
た
ボ
タ
山
は

そ
の
昭
和
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
あ
え
な
く
消
え
て
い
っ
た
。

や
が
て
こ
の
町
は
、
心
と
身
体
に
傷
を
負
っ
た
ま
ま
倒
産
す
る
。

財
政
を
再
建
し
て
間
も
な
く
「
石
炭
六
法
」
も
失
効
し
た
。

そ
し
て
い
ま
、
市
町
村
合
併
の
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

こ
の
町
を
彩
る
未
来
の
空
は
、
ど
う
い
う
色
な
の
だ
ろ
う

ー

第四章炭
ヤ

鉱
マ

消えて

↑かつて市津にあっ
た松岡陸平の墓。
飯塚市鯰田に移っ
たという話だが、行
方はわかっていない。

ヤ
マ
と
喧
嘩　

豊
前
の
カ
イ
シ
ャ

　

三
日
三
晩
も
続
い
た
殺
し
合

い
は
い
つ
果
て
る
か
見
当
も
つ

か
ぬ
折
お
り
が
ら

柄
、
松
岡
陸
平
と
い
う

壮
漢
が
陣
笠
担
い
太
刀
姿
で
現

わ
れ
仲
裁
し
た
と
の
事
。

蛇
足

　

当
時
で
も
無
警
察
で
は
な
か
っ
た

と
想
わ
れ
る
が
、
官
憲
も
破
竹
の
勢

い
に
手
も
足
も
出
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
ひ
と
つ
は
明
治
十
年
の
西
南

の
役
、
九
州
男
児
の
ア
フ
リ
も
あ
り
、

川
筋
男
の
本
質
を
発
揮
し
、
い
わ
ゆ

る
暴ぼ

う
こ
ひ
ょ
う
が

虎
馮
河
の
勇
に
は
や
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
の
ー
。

（
２
点
と
も
に
筆
、
画
・
山
本
作
兵
衛

（
田
川
市
石
炭
資
料
館
蔵
）

今はなき赤池選炭場跡



　

繁
栄
か
ら
衰
退
へ
。
閉
山
の
嵐

に
巻
き
込
ま
れ
た
町
は
途
方
に
暮

れ
た
。
基
幹
産
業
の
な
い
こ
の
町

を
お
よ
そ
９
千
人
が
後
に
し
た
。

現
人
口
お
よ
そ
１
万
人
の
小
さ
な

町
に
と
っ
て
は
、
民
族
移
動
と
も

言
え
る
政
災
。
そ
れ
は
、
労
働
力
、

生
産
力
の
移
動
で
も
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
相
次
ぐ
鉱
害
が
発
生
し
た
。

坑
道
の
崩
壊
な
ど
で
地
盤
が
沈

下
、
鉱
害
地
は
赤
池
町
の
８
割
に

も
お
よ
ん
だ
。
町
財
政
の
８
割
を

占
め
た
自
主
財
源
が
交
付
税
な
ど

の
依
存
財
源
と
入
れ
換
わ
っ
た
。

突然のことだった。国策として石炭を生産したヤマは、
エネルギー革命の波にのまれた。激変に揺らぐ産炭地は、
山積する課題を抱えながらも、全力で再生に取り組む。

　

激
変
と
荒
廃
が
人
と
町
に
も
た
ら

し
た
心
と
環
境
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は

計
り
知
れ
な
い
。

　

産
炭
地
域
振
興
臨
時
措
置
法

を
は
じ
め
と
す
る
「
石
炭
六
法
」、

閉
山
で
傷
を
負
っ
た
自
治
体
を
支

援
す
る
た
め
に
国
が
採
っ
た
政
策

だ
。
産
炭
地
は
40
年
の
間
、
こ
の

法
律
で
息
を
つ
な
い
で
き
た
。
し

か
し
、
平
成
13
年
度
末
、
た
び
重

な
る
延
長
を
経
た
「
六
法
」
も
失

効
と
な
る
。
産
炭
地
は
「
第
二
の

閉
山
」
を
迎
え
た
。
そ
し
て
田
川

地
区
は
、三
井
鉱
山
セ
メ
ン
ト
（
田

川
市
）
の
早
期
撤
退
、
太
平
洋
セ

メ
ン
ト
（
香
春
町
）
の
来
年
３
月

解
散
と
い
う
「
第
三
の
閉
山
」
に

直
面
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
主
力

財
源
で
あ
る
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
が
減
額
、
財
政
危
機
に
追
い
打

ち
を
か
け
た
。
赤
池
町
の
交
付
税

は
平
成
11
年
度
か
ら
３
年
間
で
約

４
億
２
千
万
円
も
落
ち
込
ん
で
い

る
。
財
政
再
建
直
後
の
「
病
み
上

が
り
の
町
財
政
」
に
と
っ
て
、
こ

の
打
撃
は
致
命
傷
と
も
言
え
る
。

ま
た
、
長
引
く
不
況
で
、
こ
こ
数

年
企
業
誘
致
は
一
つ
も
な
い
。

　

今
年
７
月
に
全
国
石
炭
鉱
業
関

係
町
村
議
会
議
長
会
の
会
長
に
就

任
し
た
片
岡
文
雄
議
長
は
、
次
の

よ
う
に
語
る
。

　
「
か
つ
て
、
国
の
政
策
に
お
い

て
石
炭
を
掘
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

石
油
に
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
炭

鉱
が
行
っ
て
き
た
環
境
破
壊
は
鉱

害
と
な
り
、
い
ま
だ
地
域
住
民
に

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
壊

れ
た
環
境
は
、
わ
ず
か
40
年
と
い

う
短
い
期
間
で
は
と
う
て
い
復
旧

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
は
人

心
を
深
く
傷
つ
け
ま
し
た
。
田
川

地
区
は
、
失
業
率
、
犯
罪
件
数
、

生
活
保
護
者
数
の
い
ず
れ
も
高

く
、
特
に
生
活
保
護
者
数
は
田
川

郡
内
の
１
町
で
一
つ
の
県
の
数
に

も
匹
敵
し
ま
す
。
国
に
ほ
ん
ろ
う

さ
れ
、
心
が
す
さ
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
地
域
の
実
状
を
国
に
し
っ
か
り

と
受
け
と
め
て
欲
し
い
の
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
私
た
ち
は
自
立
自

助
の
意
識
改
革
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
私
は
、
社
会
福
祉
の
基

本
は
雇
用
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
鉱
山
に
変
わ
る
企
業
の
誘

致
が
不
可
欠
。
安
定
し
た
仕
事
が

あ
れ
ば
生
活
保
護
も
職
業
安
定
所

も
い
ら
な
い
。
し
っ
か
り
と
し
た

世
帯
主
が
家
庭
を
支
え
、
日
々
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
は
厳
し
く
、
企
業

倒
産
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
私
は
、

生
活
保
護
率
、
失
業
率
が
全
国
平

均
ま
で
に
な
っ
た
ら
、
産
炭
地
復

興
の
活
動
を
や
め
て
も
い
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ま

で
は
、
壊
れ
た
ラ
ジ
オ
の
よ
う
に

国
に
強
く
訴
え
続
け
ま
す
」。

　

胸
に
突
き
刺
さ
る
産
炭
地
の
叫

び
の
よ
う
な
言
葉
。
い
ま
だ
ゴ
ー

ル
の
見
え
な
い
再
生
に
向
け
た
取

り
組
み
は
続
く
。

産炭地の叫び

全国石炭鉱業関係
町村議会議長会会長

赤池町議会議長

片 岡  文 雄

一心、復興

直
面
す
る
第
三
の
閉
山

↑セメントを運ぶディーゼル機関車。平成筑豊鉄
道の貨物輸送のすべてが三井鉱山セメント（田
川市）によるもの。しかし、今年９月、三井鉱山が、
セメント事業から早期撤退の方針を示した。第３
セクターの平成筑豊鉄道は、沿線自治体が出資
する貴重な地元の足。セメント輸送は営業収入
のおよそ16%を占める。貨物の減収で経営難に
陥るのは必至だ。「第三の閉山」の波紋は大きい。

　一両あたりの積載量は40㌧。赤
い車体のDD51は２千馬力の力持ち
だ。近い将来、黒い鉄の壁のような
この風景が見られなくなるかもしれ
ない…（日吉神社近くの踏切で撮影）

　坑道の崩壊などで地盤が沈下し、家が傾き
大雨が降れば浸水するなどの鉱害が町内で
続出した。昭和 27 年から「鉱害復旧事業」
で地盤を底上げし、改善を図ってきた。しか
し、この事業も一部経過措置の対象を除い
て、平成 13年度末で終了となった。右は鉱
害復旧の一例。赤池駅踏切付近の復旧前㊤、
復旧後、現在㊦の様子。
　役場をはじめとする公共施設や住宅が建
ち並ぶニュータウン地区は、新たな町の中心部を形成している。ここは元
ボタ山があった場所。昭和 49 年から「ボタ山災害防止工事」で 55年ま

でに切り取
られ「産炭
地域開発就
労事業」で、
造成された。
左の写真は
㊤が開発前
㊦は開発後
現在の様子。

　石炭六法とは、①産炭地域振興
臨時措置法、②石炭鉱業構造調
整臨時措置法、③石炭並びに石油
及び石油代替エネルギー対策特別
会計法、④炭鉱労働者等の雇用の
安定等に関する臨時措置法、⑤臨
時石炭鉱害復旧法、⑥石炭鉱害賠
償等臨時措置法をいう。これらの
法律は平成13年度末で失効した
が、激変緩和措置で、縮小しなが
ら５年間継続する。失業対策事業
は13年度で廃止。産炭地域開発
就労事業は18年度、特定地域開
発就労事業は22年度までに縮小
しながら、廃止される予定。

鉱害復旧と地域開発 石炭六法と失業対策

総合グラウンドの特定地域開発就労事業

Coal mine topics



　

自
治
体
の
倒
産
を
意
味
す
る
財

政
再
建
団
体
。
昭
和
50
年
以
降
、

再
建
団
体
に
転
落
し
た
県
内
の
自

治
体
は
７
団
体
で
、
な
か
で
も
赤

池
町
は
平
成
12
年
度
ま
で
当
時
全

国
唯
一
の
団
体
だ
っ
た
。
こ
の
７

団
体
中
５
団
体
が
産
炭
地
で
、
さ

ら
に
こ
の
う
ち
の
４
団
体
が
田
川

郡
内
の
町
で
あ
る
。
ど
こ
も
閉
山

の
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
き
た
。

　

い
ま
全
国
の
自
治
体
が
直
面
す

る
最
大
の
課
題
「
市
町
村
合
併
」。

赤
池
町
・
金
田
町
・
方
城
町
の
下

田
川
三
町
任
意
合
併
協
議
会
は
今

年
８
月
に
発
足
し
た
。
こ
の
三
町

に
共
通
す
る
の
が
「
旧
産
炭
地
」

「
旧
財
政
再
建
団
体
」
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
。
産
炭
と
財
政
再
建

を
経
験
し
た
町
だ
け
の
合
併
推
進

は
、
お
そ
ら
く
こ
こ
が
全
国
唯
一

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
明

治
鉱
業
赤
池
鉱
業
所
に
勤
め
て
い

た
町
長
、
助
役
に
話
を
聞
い
た
。

  

任
意
協
議
会
代
表
幹
事
を
務
め

る
今
田
一
成
助
役
。
測
量
方
を
９

年
間
勤
め
た
後
、
労
働
省
に
入
省
、

平
成
６
年
か
ら
現
職
と
な
っ
た
。

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
が
危
機
に

直
面
し
た
時
、
い
つ
も
思
い
出
す

の
が
炭
鉱
の
閉
山
で
す
。
職
を
失

っ
た
当
時
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

ば
か
り
で
、
途
方
に
暮
れ
な
が
ら

も
『
こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
』

と
、
ひ
た
す
ら
努
力
し
て
き
ま
し

た
。
私
は
今
で
も
そ
の
経
験
に
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
炭
鉱
は
私
に

生
き
る
力
を
与
え
運
命
を
変
え
た

ま
さ
に『
黒
い
ダ
イ
ヤ
』で
し
た
」。

　

父
が
炭
鉱
職
員
だ
っ
た
水
永
町

長
は
赤
池
鉱
業
所
の
労
働
課
に
勤

務
し
、
閉
山
後
、
町
議
・
議
長
を

経
て
、平
成
６
年
、現
職
に
就
い
た
。

　
「
昔
は
荒
く
れ
者
が
多
か
っ
た

け
ど
、
人
情
味
が
あ
り
、
人
の
結

び
つ
き
も
強
か
っ
た
。
活
気
が
あ

っ
て
毎
日
が
楽
し
か
っ
た
。
一
寸

先
が
見
え
な
い
真
っ
暗
な
坑
内
で

は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
明
か
り
だ
け

が
頼
り
、
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
の

厳
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
、

町
を
取
り
巻
く
現
状
も
、
こ
れ
に

似
て
い
ま
す
。
先
行
き
不
透
明
な

社
会
は
、
い
っ
そ
う
深
い
影
を
落

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

■　

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

特
集
・
炭
鉱
（
ヤ
マ
）

参
考
資
料

赤
池
町
史
、
赤
池
発
電
所
37

年
史
ア
ル
バ
ム
、
筑
豊
炭
坑

絵
物
語
（
山
本
作
兵
衛
画
・

文
／
田
川
市
石
炭
資
料
館
監

修
／
葦
書
房
）、
明
治
鉱
業

株
式
会
社
社
史

資
料
提
供

大
池
保
房
さ
ん
、
木
村
邦
治

さ
ん
、戸
塚
八
州
男
さ
ん
（
故

･

戸
塚
栄
太
郎
氏
撮
影
）、
中

山
陽
さ
ん
、
長
崎
三
夫
さ
ん
、

長
谷
川
浩
さ
ん
、
藤
岡
登
さ

ん
、
松
尾
武
男
さ
ん
、
田
川

市
石
炭
資
料
館

（
な
か
や
ま
・
あ
き
ら
）

　

医
師
、
写
真
家
。
二
科

展
入
賞
を
は
じ
め
受
賞
多

数
、
二
科
会
写
真
部
会
員
。

深
い
影
か
ら
、
頭
上
を
照
ら
す
光

を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
私

た
ち
は
前
に
進
む
し
か
な
い
。
そ

の
一
歩
が
下
田
川
三
町
の
合
併
で

す
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
合
併
で
、
住

民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
の
距
離
を

保
ち
つ
つ
、
よ
り
安
定
し
た
行
財

政
、
充
実
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
の
が
目
的
で
す
。
三
町
は
か

つ
て
石
炭
で
栄
え
た
町
で
あ
り
、

財
政
再
建
も
経
験
し
ま
し
た
。
歴

史
、
風
土
と
も
に
共
通
す
る
点
が

多
い
。
そ
れ
が
、
金
田
、
方
城
、

赤
池
の
三
町
合
併
に
お
け
る
、
何

よ
り
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
12
月

ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
、
以
降
、
合

併
協
議
が
一
気
に
加
速
す
る
見
込

み
だ
。
任
意
か
ら
法
定
に
移
る「
下

田
川
三
町
合
併
協
議
会
」
の
設
置

案
は
、
各
町
の
３
月
定
例
町
議
会

で
審
議
さ
れ
る
予
定
。

　

彦
山
川
に
面
す
る
三
町
は
、
激

流
の
時
代
を
く
ぐ
り
抜
け
、
い
ま
、

大
き
な
う
ね
り
を
生
ん
だ
。
炭
鉱

の
町
の
新
生
に
向
け
、
力
強
く
動

き
出
し
た
。

産
炭
地
の
未
来
を
か
け
て

一
意
、
新
生

赤池町長

水 永  康 雄
赤池町助役

今 田  一 成

金田町・方城町、ヤマの面影

　左：金田町にあるボタ山。かつて
明治赤池のものだった。右：方城町
にある「九州日立マクセル赤煉瓦記
念館（旧三菱方城炭礦抗務工作室）」。
平成９年に国の登録文化財となった。

ヤマの記録を撮り続けた

中山 陽さん（田川市）
　「初めて下がった坑内は死の世界
に入ったようで、そこで働く坑夫達
は私の目に尊く映りました。若い人
たちに、炭鉱の写真から生きる尊
さを感じてもらえればと思います」。

市場小学校の玄関で

　
「
初
め
て
坑
内
に
下
が
っ
た
と

き
『
三
日
も
た
な
い
』
と
思
い

ま
し
た
。
重
い
回
転
ド
ア
２
枚
を

ぬ
け
る
と
、
高
湿
、
高
温
で
息
苦

し
い
真
っ
暗
な
坑
内
が
あ
り
ま
し

た
。
黒
い
ダ
イ
ヤ
は
そ
の
奥
深
く

に
眠
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
、
わ

が
町
は
下
田
川
三
町
の
合
併
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
町
の
歴
史
を
変
え
る
大
事

業
で
す
。
国
や
法
に
し
ば
ら
れ『
さ

せ
ら
れ
る
』
合
併
で
は
な
く
、
住

民
の
み
な
さ
ん
と
『
町
を
動
か
す
』

夢
と
期
待
が
持
て
る
合
併
で
な
け



　
　
　
　

鉱
の
町
」か
ら「
歌う

た

垣が
き

の

　
　
　
　

町
」へ
…
…
…
イ
メ
ー
ジ

　
　
　
　

チ
ェ
ン
ジ
を
図
っ
た
赤

池
町
が
昭
和
63
年
に
「
童
謡
の
町

宣
言
」
を
し
て
16
年
。
町
出
身
の

童
謡
作
曲
家
・
河
村
光
陽
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
明
る
い
未
来
を
歌

い
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
、
町
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
し
て
き
た
「
童
謡
ま
つ
り
」
の

集
大
成
と
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ

を
作
成
。
発
表
会
が
11
月
23
日
に

中
央
研
修
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
♪

　

昭
和
63
年
か
ら
平
成
12
年
ま

で
の
13
年
間
に
わ
た
り
行
っ
て
き

た
「
子
ど
も
の
歌
創
作
曲
コ
ン
ク

ー
ル
」
で
、
６
千
５
百
も
の
曲
が

赤
池
町
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今

回
、
そ
の
中
か
ら
12
曲
を
厳
選
し

た
童
謡
Ｃ
Ｄ『
ウ
タ
ガ
キ（
歌
垣
）』

を
作
成
。「
赤
池
ブ
ラ
ン
ド
の
童

謡
を
長
く
保
存
し
、
み
な
さ
ん
に

聴
い
て
欲
し
い
」
と
い
う
願
い
か

ら
町
制
施
行
65
周
年
に
あ
わ
せ
て

編
集
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
で
す
♪

　

Ｃ
Ｄ
を
企
画
制
作
し
た
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
な
ど
の
音
楽
を
手
が
け

る
岩
崎
大
輔
さ
ん
（
福
岡
市
）
を

は
じ
め
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
参

加
し
た
15
人
の
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
を
中
央
研
修
所
に
お
招
き
し

「
赤
池
町
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ペ

シ
ャ
ル
」
で
発
表
し
ま
し
た
♪

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
町
内
合
唱

団
３
団
体
に
よ
る
赤
池
町
の
歌
声

の
後
、
Ｃ
Ｄ
収
録
曲
12
曲
が
発
表

さ
れ
、
創
作
し
た
人
た
ち
の
優
し

い
思
い
を
歌
い
上
げ
ま
し
た
♪

　

平
成
12
年
に
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
「
い
ろ
ん
な
い
ろ
が
ほ
し
い

な
」。
こ
の
歌
を
作
詞
・
作
曲
し

た
松
隈
協か

な
う

さ
ん
・
ゆ
か
り
さ
ん
夫

妻
（
山
口
県
下
関
市
）
は
「
私
た

ち
の
曲
が
Ｃ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
、
た

い
へ
ん
光
栄
で
す
。
形
に
残
る
の

で
、
父
と
母
の
思
い
を
娘
に
伝
え

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
当
時
ま

だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
、
み
な

り
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
と
一
緒
に
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
♪

　

ゲ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
中
国

と
日
本
の
童
謡
」
と
題
し
、
劉り

ゅ
う

福ふ
く

君く
ん

さ
ん
に
よ
る
中
国
の
伝
統
楽
器

「
胡こ

弓き
ゅ
う

」
の
演
奏
と
李り

氷ひ
ょ
う

川せ
ん

さ
ん

が
中
国
唱
歌
を
熱
唱
。
ど
こ
か
懐

か
し
い
音
色
と
壮
大
な
景
色
を
思

わ
せ
る
旋
律
に
、
会
場
全
体
が
静

か
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
♪

　

ス
テ
ー
ジ
の
ラ
ス
ト
は
、
か
つ

て
の
炭
鉱
の
町
に
思
い
を
は
せ
る

「
炭
坑
節
変
奏
曲
」
の
演
奏
と
町

の
希
望
を
歌
っ
た
「
夜
明
け
赤
池
」

の
合
唱
で
す
。
町
の
過
去
・
未
来

を
奏
で
た
心
に
響
く
感
動
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
、
客
席
で
は
涙
ぐ
む
人

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
３
百
人
の
参

加
者
は
、
幕
が
下
り
て
し
ま
う
ま

で
、
出
演
者
た
ち
に
惜
し
み
な
い

拍
手
を
送
り
続
け
ま
し
た
…
♪

コンサート
スペシャル野外ナイトフェスタ赤池

町民文化祭

ふるさとフェア

ふれあいコンサート　童謡まつりのスタートを飾った「ふれあいコンサート」。10月26日に  
中央研修所で行われ 400人が参加、町内８団体が 26曲を披露しました。  

　11 月２日に役場前ワィ･ワィ･ワ広場で行わ
れた「野外ナイトフェスタ赤池 2003」。多彩
なゲストによる感動のサウンドが 500 人を魅
了しました。ラストは「秋の花火大会」。色と
りどりの大輪が赤池の夜空に咲きました。

ベルアルモニア・赤池 上野小学校 ムジーク・プラッツ

　11月８日に町民会館前広場で行わ
れた「ふるさとフェア」に3000人が
来場。40張りのテントでは町内商店
などの特売品が飛ぶように売れ、キャ
ラクターショーでは親子連れでにぎ
わいました。

　11 月１日から２日
間、町民会館で行わ
れた「町民文化祭」。
町のアーティストによ
る1500 点の作品が
並びました。恒例の
お茶会も好評でした。

Koji Kimura

Yumiko Tsuda

Nonoka Nakamichi

「

司会はこかどひろこさん㊨ BLACK  BIRD THE  OGAWASTHE  FLYING  ELEPHANTS

アバレンジャーショー

大盛況の会場

小笠原古流のお茶会

　書･絵･写真･盆栽
押花･手芸･上野焼
などの作品を展示

♪2003 DOYO festival in AKAIKE♪

ABARE･BLACK

ABARE･KILLER

Kana Kikutani

Keiko Kumagai 

童謡コンサートスペシャル童謡ＣＤ「ウタガキ」発表記念
歌　　  　　　垣

炭

ナップサック　　　　記念冊子　　　　　 童謡ＣＤ

童謡ＣＤ収録曲の発表 町の歌声「楽音会」の合唱

受賞した松隈さん親子

制作した岩崎大輔さん 子どもの歌「アイ・キッズ」の元気な歌声

FukukunｰRyu

HiyousenｰLee

＋　　　　　 ＋　　　　　　   を来場者全員に
プレゼントしました！

「炭鉱の町」から「歌
うた

垣
がき

の町」へー童謡まつりin赤池 2003

©2003 テレビ朝日・東映エージェンシー・東映

コンサート
スペシャル



古

少年剣道を指導する剣友会の５人

　11 月 15 日に中央研修所で住民福祉講
座が行われました。講師はテレビ番組「笑
点」でおなじみの三遊亭小遊三さん。「笑

点」出演者のエピソードや落語『じゅげむじゅげむ』な
どユーモアたっぷりのお話しに、450人の参加者は爆笑
の渦につつまれました。講演前には国民文化祭とびうめ
大使・藤野舞さんらによる見事な剣舞が披露されました。

第 17回 赤池町住民福祉講座笑いでリフレッシュ

　「ベル･アルモ二ア
赤池」の皆さんによ
る「ホールコンサー
ト IN やくば」が 11
月 16 日に行われま
した。ピアノ独奏、
ソプラノ独唱が披露
され、合唱では会場
の 30 人も一緒に童
謡を歌いました。秋
の夕べに美しいメロ
ディーが役場ホール
に響きました。

ホールコンサート INやくば会場一体のハーモニー

　赤池町消防団による消防ポンプ操法大会が、10 月 26
日に赤池橋下河川敷で行われました。火災が起きやすい
冬場に向けて士気の高揚と消火技術の向上を目的とした
もので、今回が初開催。町内の７分団が出場し、選手５
人が連携してポンプにホースをつなぎ、的に放水するま
での時間と動作の正確さを競いました。大会結果は１位：
本部分団、２位：２分団、３位：１分団。

第１回 赤池町消防団実践応用ポンプ操法大会消火タイムと正確さ競う

　10月 26日に尾垣杯田川地区
社会人剣道大会が金田町武道場
で開かれ、少年剣道部「誠心館」
で指導する「剣友会」が団体戦
３位に輝きました。先鋒：久原
拓郎さん・次鋒：武末洋一さん・
中堅：和田淳さん・副将：和田
祐一さん・大将：日野崇さんの

５人が出場。主将の和田祐一さんは「少ない練習量のなか勝ち取っ
た入賞、子どもたちの励みになればうれしい」と喜びを語りました。

尾垣杯社会人剣道大会少年達に胸張る入賞

　第１回目とな
る「赤池町こど
も読書まつり」
が、11 月 15 日
に町民会館で行
われました。福
岡県青少年アン
ビシャス運動「本
のわくわく探検
事業」の一環で
す。この日の発表に向けて練習したという５人の小中学生が、それぞ
れ感情のこもった読み聞かせを披露しました。会場の 30人の中には
涙ぐむ大人の参加者も見られ、感性豊かな子どもたちの発表に胸を
打たれた様子でした。また、アンビシャス運動の会員である赤池町
絵本を読む会「ぶらんこ」による読み聞かせも行われました。

第１回 赤池町こども読書まつり心打つ子どもたちの読み聞かせ

　善照寺（昭和町）で海野法寛住職が育てて
いるヒヨドリが檀

だん

家
か

さん達のアイドルになっ
ています。５年前、福岡市で教師を務める長
男が、生徒が校庭で拾ったヒヨドリのヒナを
連れ帰り、動物好きの住職が大切に育てまし
た。名前は「ピー子ちゃん」（メス）、野鳥で
すが住職になついて「手乗り」になり、パン
やケーキを口移しで食べています。檀家さん
にも人気で、葬式なのにピー子ちゃんの様子
を見て喜ぶ人もいたそうです。今年７月には、
拾ってきたオスのヒヨドリ「２ピー」も仲間
入り。海野住職は「また家族が増えましたよ」
と目を細めていました。

落ちていたヒヨドリ、住職親代わりに善照寺の人気者ピー子ちゃん

　足利尊氏とゆかりの深い安国寺の流れをくむ興国寺。このお寺の
仏殿にある千手観音像が有志の寄付により修復されました。開山と
される高僧・無

む

隠
いん

元
げん

晦
かい

が、京都から招いたとされる千手観音像。台
座の中から発見された古文書には、天明２年（1782）に田川郡を
越えた 300 人におよぶ広域の寄付を募って修復したことが記され
ています。221年ぶりとなる今回の修復は、観音像のふる里である
京都で行われ、11月９日、興国寺仏殿に安置されました。この日、
大勢の関係者が見守るなか、落

らっ

慶
けい

法
ほう

要
よう

が盛大に行われました。

興国寺千手観音像修復落慶法要

里の京都で２百年ぶり修復

１時間半会場を沸かせた三遊亭小遊三さん、洋装での講演

陶壁を背に歌うベル・アルモニア赤池

専門家の手で台座に安置される千手観音像海野住職の頭に乗るヒヨドリのピー子ちゃん

優勝した本部分団の放水

発表した絵本を手に
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９
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８
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テ
レ
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カ
ー
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森
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モ
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枚

12
月
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
行
事

【
休
館
日
】　

１
日
、８
日
、15
日
、22
日
、23
日
、

27
日
（
大
掃
除
の
た
め
）

年
末
年
始
休
館
＝
12
月
28
日
か
ら

平
成
16
年
１
月
５
日
ま
で

【
心
配
ご
と
相
談
】　

９
日
、
24
日
（
10
時
30
分
〜
15
時
）

【
健
康
相
談
】　

９
日
（
10
時
〜
12
時
）

【
介
護
保
険
相
談
】　

９
日
、
24
日
（
10
時
〜
16
時
）

【
福
祉
バ
ス
運
行
】　

　

12
月
25
日
か
ら
１
月
７
日
ま
で

の
冬
休
み
期
間
中
は
、
日
曜
日
と

■田川市■ ℡ 44-2000
○メリー・メリー・クリスマス（入場無料）
　12月 13 日（土）14 時～ 17 時
　国際交流員のクリスマスパーティです。
　楽しいゲームやステージを行います。
■金田町■ ℡ 22-0555
○第 38 回田川郡町村対抗駅伝大会
　12月 14 日（日）９時 30 分スタート
　（金田町河川敷コース）
○第 20回田川郡マラソン大会
　12月 14 日（日）11 時 30 分スタート
　（金田町河川敷コース）
■香春町■ ℡ 32-2511
○人権啓発講演会（入場無料）
　（香春町町民センター）
　12月８日（月）19 時～ 21 時
　講師：萩生田千津子さん
　「車いすから語りかける夢と希望と生きること」
■川崎町■ ℡ 72-3000
○人権講演会（入場無料）
　（川崎町勤労青少年ホーム）
　12月９日（火）19 時～
　講師：俳優・八名信夫さん
　「他人の子をしかるのも大人の思いやり」
■大任町■ ℡ 63-3000
○少年の主張大会　（レインボーホール）
　12月６日（土）10 時～
○レクリエーション大会（Ｂ＆Ｇ体育館）
　12月６日（土）11 時 30 分～
■添田町■ ℡ 82-1231
○第 16 回オークホール音楽会（オークホール）
　12月７日（日）15 時～　
　演奏：九州交響楽団
　入場料：２千円（全席自由）
○アンビシャス広場クリスマス会（入場無料）
　12月 20 日（土）13 時～（町立図書館）
　サンタさんとゲーム、バルーンアート

朝
寒
や
呟

つ
ぶ
や

く
こ
と
の
つ
い
癖
に

杣そ
ま

ヶ
家
の
煙
一
す
じ
秋
深
む

削さ
く

岩が
ん

機き

冷
た
き
空
気
震ふ

る

は
せ
て

十
年
祭
父
を
偲
び
て
柿
の
秋

手
に
取
り
て
稲
穂
の
重
さ
計
り
け
り

秋
し
ゅ
う

耕こ
う

に
精
出
す
こ
と
も
呆
け
防
止

秋
晴
れ
や
心
も
晴
れ
て
表
彰
式

一
人
居
に
夜
の
静
け
さ
虫
の
闇

掃
き
寄
せ
し
一
盛
り
ご
と
の
落
葉
か
な

読
み
更
け
て
折
か
ら
窓
に
冬
の
月

風
吹
け
ば
彩

い
ろ
ど

り
変
る
紅
葉
か
な

山
路
来
て
紅
葉
も
み
ぢ
の
色
に
酔
ふ

日
焼
し
て
ど
の
子
も
同
じ
顔
と
な
り

霧
湧
く
や
そ
の
ま
ゝ
霧
の
夜
と
な
り
ぬ

我
が
影
の
丈
の
び
や
か
に
後
の
月

引
き
し
ま
る
思
ひ
十
一
月
に
あ
り

露
寒
や
身
の
行
く
末
を
ふ
と
思
ふ

露
け
し
や
古
代
人
と
も
語
り
も
し

か
な
文
字
で
子
規
の
句
染
め
し
秋
の
れ
ん

朝
寒
の
血
管
叩
く
ナ
ー
ス
か
な

音
も
な
く
庭
石
濡
れ
て
初
し
ぐ
れ

人
情
の
流
る
ゝ
秋
の
雲
に
似
て

選　

者　

吟

神
田
恵
美
子

渡
辺
サ
カ
ヱ

有
川　

信
子

立
花
サ
ヱ
子

皆
川　

春
彦

皆
川　

和
子

宇
野
八
重
子

森　
　

玲
子

安
田　

健
一

寺
内
ノ
ブ
ヱ

石
橋
さ
つ
き

白
石　

幸
子

西
郷
里
末
子

小
場　

妙
子

大
久
保
幸
子

荒
木
美
千
代

末
松
ト
モ
子

熊
谷
カ
ツ
ミ

吉
田　
　

弘

亀
谷
千
恵
子

池
田　

駒
女

同
じ
運
行
時
間
と
な
り
ま
す
の
で

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

年
末
年
始
運
休
＝
12
月
29
日
か
ら

平
成
16
年
１
月
３
日
ま
で

【
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
】

　

12
月
の
お
誕
生
日
会
は
、
吉
田

大
作
さ
ん
を
お
呼
び
し
て
落
語
を

行
い
ま
す
。
12
日
（
金
）
に
開
催

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

24
日
（
水
）
に
は
「
ク
リ
ス
マ

ス
会
」
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

『
か
わ
ら
版
』
か
ポ
ス
タ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
12
月

の
行
事
は
、「
書
道
教
室
」
２
日

（
火
）・
16
日
（
火
）、「
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
19
日
（
金
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

赤
池
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
（
２
８
）
４
６
４
６

【
香
典
返
し
】

赤
星　

勇
（
生
力
）  

故　

森 

タ
ケ

左
ミ
ユ
キ
（
薬
王
寺
）  

故　

利
行

森
野
秋
夫
（
天
郷
団
地
） 

故 

マ
ツ
ノ

坂
田　

順
（
花
園
）　  

故　

政
博

以
上
４
件　

10
万
円

【
寄
付
】

山
本
眞
由
美　
　
　
　
　
　

千
円

上
野
焼
協
同
組
合　
　
　

４
万
円

匿
名
２
件　
　
　

  

２
千
６
百
円

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】

福
祉
バ
ス
内
ふ
れ
あ
い
基
金
箱

　
　
　
　
　

３
万
４
千
２
２
７
円

【
古
切
手
】

万
燈　
　
　
　
　

３
千
６
７
７
枚

文
研　

           

３
千
６
７
７
枚

養
命
大
学
・
隣
保
館
句
会

池
田
一
歩
選

作句をする事に依って今のこの時間をうまく生かすことができる

　　　　イズを予防するために大切

　　　　なのは、まず「知ろう」と

する気持ちをもつこと。その気持ち

があれば、正しい予防法も身につき

ます。知識を身につけることで、エ

イズからあなた自身やパートナーを

守ることにつながっていきます。

　1981 年、世界ではじめて５人の患
者が報告され、いまや世界中に広まっ
ているエイズ。日本も例外ではなく、
急激ではありませんが感染者は確実
に増加しており、深刻な問題となっ
ています。あなたにとってエイズは
無関係な病気でしょうか。「まさか、
自分が…」と他人事だと思っている
人が多いようですが、本当にそうで
しょうか。もし、友人や身近な人が、
そして自分が感染していたら、どう
しますか。無関心であることは、感
染に対して無防備であるのと同じ。
性行為の話題がオープンにしにくい
ことや、長期間自覚症状がないため
に感染に気づかないまま、次々とう
つしてしまうことが、日本での感染
者や患者を増加させている最大の原
因だと言えるでしょう。正しい知識
と理解からエイズを予防しましょう。

● 予防するには
　感染ルートは性交渉、注射の回し
打ち、母子感染などに限られている
ため、感染に危険な行為（無防備な
性交渉など）を避けるだけで予防で
きます。感染者の精液、膣

ちつ

分泌液、
血液、母乳が体内に入る機会をつく
らないことが大切です。

AIDS  IS  A  PREVENTABLE  DISEASE

● こんなことでは感染しない

　そのほか、軽いキス・蚊やノミな
どの昆虫に刺される・体が接触する
スポーツ・鍋など同じ食べ物をつつ
くなど、職場や学校での日常的な接
触では感染しません。HIV は空気や
水に触れれば死んでしまうほど、大
変感染力の弱いウイルスです。です
から、HIV 感染者やエイズ患者を恐
れたり、避ける必要はありません。 

【知ろう・話そう・予防しよう】

● エイズ検査を受ける勇気を

　エイズ医療の進歩により、エイズ発
症前から治療を行うことで、発症を抑
えることが可能です。そのためには早
く感染を知り、医師の治療を受ける必
要があります。「恐いから」「差別や偏
見があるから」と、検査を受ける前に
悩み、なかなか決断できないでいるこ
とが多いようです。検査を受けた場合
と受けない場合とで大きく異なるの
は、自分の人生をコントロールしてい
るという感覚が持てること。事実を知
ることはつらいことですが、その後の
人生をどう生きていくか自分で考え、
決定していくことができます。

● 検査は８週間以上たってから

　HIV抗体検査は血液中にHIVの抗体
があるかどうかを調べる検査です。感
染してから抗体ができるまでには６～８
週間かかるため、それ以前に受けても
感染の有無を判定することはできませ
ん。検査は全国の保健所で受けること
が可能です。プライバシーが気になる
人は近くではないところで受診すること
もでき、検査費用は無料、匿名で受け
られます。病院で受ける場合は、カル
テの作成などにより、氏名が必要です。
検査日が決まっていることが多いので、
電話などで確認しましょう。エイズに関
するご相談は全国の保健所またはエイ
ズ予防財団・℡0120-177-812まで。

　HIV に感染した人は病気だけで
なく、偏見など、さまざまなプレッ

シャーと闘っています。理解し合い、

共に手をとりあっていきましょう。

AIDS
12 月１日は世界エイズデー

エ イ ズ は 予 防 で き る 病 気 で す

エ

楽器の共用

回し飲み

手で触れるもの

献血

握手や抱擁

トイレの便座

せき・くしゃみ

プールや共同浴場



　

12
月
は
赤
池
町
納
税
強
調
月
間
で

す
。
税
金
や
使
用
料
な
ど
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

12
月
は
国
民
健

康
保
険
税
５
期
、
固
定
資
産
税
４
期
の

納
期
月
で
す
。
ま
た
、
住
民
税
、
軽
自

動
車
税
の
ほ
か
、
町
営
住
宅
使
用
料
、

住
宅
新
築
資
金
、
水
道
使
用
料
、
汚
水

使
用
料
、
学
校
給
食
費
な
ど
も
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
医
療
の
対
象
年
齢
の
引
き

上
げ
に
伴
い
乳
幼
児
医
療
証
が
平
成
16

年
１
月
１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

田
川
地
区
消
防
本
部

℡
（
44
）
０
６
５
０

　

簡
単
な
日
常
会
話
を
中
心
と
し
た
無

料
英
会
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　

赤
池
町
在
住
の
か
た

受
講
期
間　

平
成
16
年
１
月
19
日（
月
）

　
　
　
　
　

か
ら
３
月
31
日
（
水
）

第
１
講
座　

昼
の
部
・
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　

10
時
30
分
か
ら
12
時

第
２
講
座　

夜
の
部
・
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　

19
時
30
分
か
ら
21
時

受
講
者
数　

各
講
座
10
人
程
度

会
場　

赤
池
町
民
会
館  

第
２
会
議
室

申
し
込
み
方
法　

教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
に
あ
る
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先

赤
池
町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

12
月
４
日
（
木
）
か
ら
13
日
（
土
）

は
赤
池
町
人
権
旬
間
で
す
。
初
開
催
と

な
る
人
権
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
７
日
（
日
）
９
時
30
分

　
　
　

10
時
ス
タ
ー
ト

出
発
会
場　

ワ
ィ
・
ワ
ィ
・
ワ
広
場

　
　
　
　
　

上
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容　

町
内
６
コ
ー
ス
を
６
人
編
成
の

チ
ー
ム
で
選
択
し
、
ク
イ
ズ
を
解
き
な

が
ら
歩
き
ま
す
。各
コ
ー
ス
４
㎞
前
後
。

閉
会
会
場　

ワ
ィ
・
ワ
ィ
・
ワ
広
場

　
　
　
　
　
「
し
し
鍋
」
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

赤
池
町
教
育
委
員
会

採
用
予
定　

消
防
吏
員　

若
干
名

受
験
資
格　

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生
者

一
次
試
験　

平
成
16
年
２
月
１
日（
日
）

試
験
会
場　

田
川
市
立
中
央
中
学
校

受
付
期
間　

12
月
10
日
（
水
）
か
ら
19
日
（
金
）
ま
で

受
付
時
間　

９
時
か
ら
17
時

　

土
曜
・
日
曜
を
除
き
ま
す
。
詳
し
い

内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
11
月

９
日
に
行
わ
れ
、
武
田
良
太
さ

ん
（
本
町
３
）
が
初
当
選
を
果

た
し
ま
し
た
。
福
岡
11
区
の
候

補
者
別
得
票
数
は
次
の
と
お
り
。

入
院
に
関
わ
る
医
療
の
み
、
対
象
年

齢
を
３
歳
か
ら
就
学
前
（
６
歳
の
誕
生

日
の
前
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
）
に
引
き
上
げ
ま
す
。
対
象
年
齢
の

変
更
内
容
は
次
の
と
お
り
。

平
成
15
年
12
月
31
日
ま
で
は
…

外
来
・
入
院
と
も
３
歳
ま
で
の
利
用
。

（
３
歳
の
誕
生
日
の
前
日
の
属
す
る
月

の
末
日
ま
で
）

平
成
16
年
１
月
１
日
か
ら
…

外
来
は
３
歳
ま
で
の
利
用
。

（
３
歳
の
誕
生
日
の
前
日
の
属
す
る
月

の
末
日
ま
で
）

入
院
は
就
学
前
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

（
６
歳
の
誕
生
日
の
前
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）
医
療
証
が
変
わ
り

ま
す
の
で
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
課
国
保
年
金
係 

内
線
１
４
７

無
料
英
会
話
教
室

赤
池
町
教
育
委
員
会

　

市
場
小
３
年
の
78
人
が
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
菊
の

花
を
育
て
ま
し
た
。
苗
を
寄
付

し
た
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

の
鶴
森
哲
男
さ
ん
（
下
谷
）
に

よ
る
指
導
で
、
一
人
ず
つ
て
い

ね
い
に
育
て
た
78
鉢
の
菊
は
、

赤
・
白
・
黄
色
の
き
れ
い
な

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
11
月
14

日
に
、
役
場
・

町
立
病
院
・

町
民
会
館
・

赤
池
中
学
校

の
各
公
共
施

設
に
こ
れ
を

寄
贈
。
愛
情

た
っ
ぷ
り
に

育
て
た
菊
の

花
に
心
を
込

め
て
子
ど
も

た
ち
が
手
渡

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
ま
ち
づ
く
り
係　

内
線
２
３
３

　

福
岡
県
の
最
低
賃
金
は
、
１
時
間

６
４
４
円
。
そ
の
他
の
産
業
別
賃
金
が

12
月
10
日
付
け
で
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局
賃
金
課

℡
０
９
２
（
４
１
１
）
４
５
７
８

　

有
料
道
路
の
障
害
者
割
引
制
度
が

改
正
さ
れ
、
12
月
１
日
（
月
）
か
ら
手

帳
の
み
で
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。（
今

ま
で
の
割
引
証
と
手
帳
で
の
通
行
は
平

成
16
年
５
月
31
日
ま
で
）

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
で
の
割
引
は
平
成
16
年
１
月

20
日
（
火
）
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
１
日
か
ら
必
要
事
項
を
手
帳
に

記
載
す
る
手
続
き
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
役
場
保
健
課
介
護
係
の
窓
口
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
課
介
護
係　

内
線
１
４
６

　

上
野
焼
伝
統
工
芸
士
会
に
よ
る
す
て

き
な
花
器
を
展
示
し
ま
す
。入
場
無
料
。

赤池町から代議士誕生！武田良太さん初当選育てた菊を寄贈

　

田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
の
新

崎
宗
男
さ
ん
（
伏
原
）
が
11
月
14
日
の

交
通
安
全
県
民
大
会
（
福
岡
市
）
で
県

知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
25
年
に
わ

た
る
交
通
安
全
活
動
が
評
価
さ
れ
た
表

彰
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

－１２月は固定資産税４期・国保税５期の納期限です／税務課－ －１２月１日は世界人権デーです／法務省－

● 

赤
池
町
役
場 

℡
２
８
・
２
０
０
４　

● 

赤
池
町
教
育
委
員
会 

℡
２
８
・
４
１
０
０　

● 

赤
池
町
立
病
院 

℡
２
８
・
２
０
８
３

　

10
月
中
に
発
生
し
た
赤
池
町
内
の
事

件
事
故
件
数
。
空
き
巣
が
多
発
し
て
い

ま
す
。戸
締
ま
り
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
盗
等　

１
件（
前
月
比
＋
１
）

○
車
上
ね
ら
い　

２
件（
前
月
比
△
１
）

○
空
き
巣　
　

   

５
件（
前
月
比
±
０
）

○
自
販
機
荒
し　

０
件（
前
月
比
△
１
）

○
交
通
事
故　

   

７
件（
前
月
比
＋
５
）

　
　
　
　

  　

  

う
ち
負
傷
者
は
８
人

「
花
器
展
」　　
　

   

期
間

　
　
　
　
　
　
　

12
月
３
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

12
月
15
日
（
月
）

10
時
か
ら
17
時
（
火
曜
日
は
定
休
日
）

会
場　

上
野
焼
陶
芸
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
陶

問
い
合
わ
せ
先

上
野
焼
陶
芸
館　

℡
（
28
）
５
８
６
４

　

平
成
15
年
度
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。
12
月
か
ら

１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
票
の
調
査
内
容
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
厳
守
さ
れ
ま
す
。

情
報
ひ
ろ
ば

人
権
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

同
和
問
題
啓
発
推
進
協
議
会

消
防
吏
員
採
用
試
験

田
川
地
区
消
防
本
部

乳
幼
児
医
療
制
度
の
変
更

役
場
保
健
課
国
保
年
金
係

障
害
者
有
料
道
路
割
引
制
度
の
変
更

役
場
保
健
課
介
護
係

ギ
ャ
ラ
リ
ー
陶す

え

の
イ
ベ
ン
ト

上
野
焼
陶
芸
館

工
業
統
計
調
査

経
済
産
業
省
・
福
岡
県
・
赤
池
町

町
の
事
件
事
故
発
生
状
況

田
川
警
察
署

新
崎
さ
ん
交
通
安
全
25
年

←
ユ
ニ
ー
ク
な
貯
金
箱
で
見
事
受
賞
し
た
岩
見
君
㊧
と
柴
田
君

　郵政事業庁の「私のアイディ
ア貯金箱コンクール」で柴田

恭輔君（市場小２）が船の形、岩

見駿平君（市場小６）がお寿司の

形をした貯金箱で郵便貯金振

興協会賞を受賞しました。ま

た、山上ももこさん（上野小１）

と廣畑圭一君（市場小３）が、赤

池郵便局長賞を受賞しました。

ア
イ
デ
ィ
ア
自
慢
の
貯
金
箱

→
赤
池
支
部
の
副
支
部
長
と
本
部
理
事
を
務
め
る
新
崎
さ
ん

市小
３年

←「郷土のため、国政のため、精一杯働きます」と決意を述べた武田良太さん。

選挙の翌朝、晴れやかな表情です。故・田中六助代議士の甥
おい

。（赤池町役場で）

→
菊
を
受
け
取
る
町
立
病
院
の
天
賀
看
護
師
長

納
税
強
調
月
間

赤
池
町

講師：ドンナ・ジャビロ先生
　　　（カナダから来日）

最
低
賃
金
の
改
正

福
岡
労
働
局



　ヤマの話は尽きない。取材するうちに取り上げたい題材が増え
ていった。ヤマを知らない私にとって驚きと発見の連続だった。み
なさんのヤマへの思い、ふる里への限りない愛を感じた。まだ、筑
豊の地底には埋蔵量の70％もの石炭が眠っているという。（長野）

「パパとママの宝物！

お歌がとっても大好きな

芽依です　」

浦
うら

田
た

 芽
め

依
い

ちゃん

３歳　女の子（大谷）
H12年 12月 19日生まれ

（パパとママから）

「わが家の宝物です」

今
いま

村
むら

優
ゆう

希
き

ちゃん  凌
り

久
く

くん

優希ちゃん㊧３歳・女の子
H12年 12月 25日生まれ
凌久くん㊨１歳・男の子
H14年 12月 16日生まれ
姉弟の２人（大浦団地）

（パパとママから）

   年末年始の救急医療～緊急時のみご利用ください

　田川地区休日救急医療センター　℡ 45-7199
　診療日
　12月 31日（水）・１月１日（木）・２日（金）・３日（土）
　の４日間
　受付時間・診療科目
　内科・小児科：９時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時 30 分
　　　　　　　　18時～ 22時 30分
　外科：９時～ 11時 30分、13時～ 16時 30分
　※ 保険証をお忘れなく

   年末年始のゴミ収集～お間違えのないように

　12 月 29日（月）～１月４日（日）はお休みです。
　燃えるゴミの収集日が次のとおり変更されます。
　・12月 29日（月）収集地区
　　　　　　　⬇
　　12 月 27 日（土）に変更
　
　・12月 30日（火）収集地区
　　　　　　　⬇
　　12 月 28 日（日）に変更

   年末年始のし尿処理～混みますのでお早めに

　頴田環境開発　℡ 28-3377
　・12月 31日（水）～１月４日（日）はお休みです。
　吉田環境整備　℡ 22-0221
　・12月 30日（火）～１月４日（日）はお休みです。
　筑豊衛生環境　℡ 28-3377
　・12月 29日（月）～１月４日（日）はお休みです。

   斎場～元日はお休みです

　田川地区斎場　１月１日（祝）はお休みです。

炭
坑
と
ア
ー
ト

「
世
界
の
川
俣
」
が
、
こ
の
町
に
や
っ
て
来
た
。

２
年
ぶ
り
に
赤
池
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

コ
ー
ル
マ
イ
ン
田
川
の
最
終
日
に
６
人
の
美
術

関
係
者
が
炭
坑
と
ア
ー
ト
を
語
っ
た
。

コールマイン田川のワークショップ「新聞窯で焼物をつくろう」が、天郷青年の家で９月 21日から 23日にかけて行われた。
水を含ませた新聞で各地の住民が作った皿など 40点とまきを何重にも覆う、幅１㍍、長さ５㍍の長円形をした新聞窯。
上野焼青年部を中心に丸２日見守り焼き上げた。初挑戦だが出来栄えは上々、薄茶色の素朴な色に納得の表情を浮かべた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　　　　
※「炭坑とアート」に関するページは、全て「炭坑」で表記しています。

新聞窯の炎を調節する東京芸大教授の川俣正さん

「変身！！大好き 駿くん

 元気いっぱい

 たくましく育ってね」

石
いし

橋
ばし

　駿
はやと

くん

２歳　男の子（板取）
H13年 12月 13日生まれ

（パパとママから）

編
集
後
記



　「コールマイン田川」が
始まったのは平成８年、
田川市に高さ約 50㍍の
鉄塔を10年がかりで建設
するという壮大な企画だ。
そこでは炭坑をキーワード
に多彩なプロジェクトが
行われてきた。「コールマ
イン」とは英語で「炭坑」

を表す。かつての石炭運搬舟であ
る「かわひらた」の川下りでは「炎
と川の集い in赤池」を開催するな
ど、この町は「コールマイン田川」
との関わりも深い。
　地域住民との共同作業や製作過
程を大切にする川俣正さんのプロ
ジェクトは、ハコモノ中心ではなく、
人間中心の観点から進められてい
る。「川俣正という偉大なアーティ
ストがプロジェクトをやるドラマ
チックな場所、それがこの田川な
のです。これからの美術はビジュ
アル的な価値観がなくなっていく
でしょう。その最先端の美術活動、
ものすごいことがここで行われてい
るんです」。ディスカッションを終
えたその晩、母里さんが語った。
　北海道の炭坑の町に生まれ育っ
た川俣さんだからこそできるプロ
ジェクト「コールマイン田川」。か
つて炭坑に沸いたこの町に、新し
い息吹が吹き込まれている。

安
斎　

様
々
な
多
く
の
人
が
参
加
す
る
コ
ー
ル
マ
イ
ン

田
川
、
あ
ら
た
め
て
大
切
な
の
は
現
場
だ
と
感
じ
た
。

そ
こ
で
出
会
い
、
時
間
を
共
有
し
、
何
か
を
感
じ
、
充

実
感
を
得
る
。
コ
ー
ル
マ
イ
ン
田
川
が
な
け
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
生
ま
れ
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
ピ
ュ
ア
で
原
始
的
な
解
放
さ
れ
た
も
の
へ
の

理
解
と
言
う
か
…
美
術
を
遊
び
、
楽
し
む
す
ば
ら
し
さ

を
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
で
感
じ
た
。
そ
う
い
う

美
術
の
形
も
あ
る
と
思
う
。

伊
藤　

コ
ー
ル
マ
イ
ン
田
川
は
、
町
お
こ
し
的
な
ス
タ

ン
ス
と
は
違
う
。
何
が
で
き
た
か
、
何
を
残
し
た
か
と

い
う
次
元
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
評
価
し
て
は
い
け

な
い
。
行
政
的
な
発
想
や
視
点
で
は
、
ま
ず
費
用
と
効

果
が
考
え
ら
れ
る
。
利
益
が
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
芸
術
は
そ
ん
な
簡
単
に
評
価
で
き
る
も

の
で
は
な
い
と
思
う
。
も
し
か
し
た
ら
鉄
塔
は
建
た
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、こ
の
活
動
が
す
が
す
が
し
い
。

北
川　

美
術
は
精
神
的
な
活
動
で
あ
り
、
人
と
人
と
を

つ
な
ぐ
き
っ
か
け
に
な
る
。
お
金
と
も
関
わ
り
な
く
で

き
る
。
そ
れ
が
、
現
代
の
よ
う
な
世せ

知ち

辛が
ら

い
社
会
に
お

け
る
唯
一
の
希
望
で
も
あ
る
。
人
が
動
い
て
い
く
中
で

記
憶
や
出
会
い
が
残
り
、
そ
れ
が
醸
成
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
コ
ー
ル
マ
イ
ン
田
川
を
そ
う
い
う
視
点
で
見
て
い

る
。
炭
坑
と
聞
い
て
思
い
出
す
の
が
、
山
本
作
兵
衛
さ

あんざい・しげお
　写真家。パリ・
ビエンナーレの記
録をはじめ国内外
の美術活動をカメ
ラに収めている。

いとう・のりお
　編集者。元『美
術手帖』編集長、
現在、多摩美術大
学企画広報部 70
年史編纂室長。

きたがわ・ふらむ
　アートディレク
ター。アートフロ
ントギャラリーお
よび現代企画室代
表取締役。

やまの・しんご
　美術家。福岡市
で開催する現代美
術展「ミュージア
ム・シティ・プロジェ
クト」運営委員長。

ぼり・きよのり
　美術家。「八幡
アートプロジェク
ト」など国内外で
多数の個展・プロ
ジェクトを行う。

ん
の
絵
と
上
野
英
信
さ
ん
の
本
。
物
語
に
出
て
く
る
「
ス

カ
ブ
ラ
」
は
、
普
段
何
も
せ
ず
に
遊
ん
で
ば
か
り
の
炭

坑
夫
。
し
か
し
な
ぜ
か
、み
ん
な
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。

「
ス
カ
ブ
ラ
」
は
、
事
故
が
あ
っ
た
時
、
真
っ
先
に
危
険

な
坑
内
へ
と
駆
け
つ
け
る
と
い
う
。
そ
の
「
ス
カ
ブ
ラ
」

の
存
在
が
、
私
の
中
で
決
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

山
野　

コ
ー
ル
マ
イ
ン
田
川
は
機
能
す
る
ア
ー
ト
。
機

能
し
な
い
ア
ー
ト
を
機
能
さ
せ
る
場
だ
と
思
う
。
以
前
、

福
岡
市
内
の
あ
る
地
域
に
依
頼
さ
れ
、
花
壇
を
作
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
住
民
は
ど
ん
な
花
壇
が
で
き
る
か
と
期

待
し
て
い
た
が
、
結
局
で
き
た
の
は
普
通
の
花
壇
だ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
膨
大
な
面
積
で
、
水
を
や
る
の

に
も
一
苦
労
の
広
さ
。
そ
こ
で
地
域
の
人
が
協
力
し
て

水
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
活
動
に
よ
っ
て
地
域

が
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
地
域
の
人
は
『
町
を
知
っ
て

い
る
の
は
自
分
た
ち
、
町
づ
く
り
を
行
う
の
も
私
た
ち
』

と
い
う
意
識
が
強
い
。
し
か
し
、
外
か
ら
の
刺
激
で
、

想
像
も
つ
か

な
い
町
づ
く

り
に
発
展
す

る
こ
と
も
あ

る
。
ア
ー
ト

は
何
に
で
も

結
び
つ
く
も

の
だ
と
思
う
。

母
里　

最
近
で
は
、
炭
坑
の
写
真
を
整
理
す
る
グ
ル
ー

プ
が
で
き
た
り
、
炭
坑
を
知
ら
な
い
人
が
炭
坑
を
見
つ

め
直
す
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ル
マ

イ
ン
田
川
は
筑
豊
を
変
え
る
き
っ
か
け
、
試
み
に
な
る

と
思
う
。
い
ま
、
飯
塚
で
『
ス
カ
ブ
ラ
』
と
い
う
映
画

が
作
ら
れ
て
い
て
、
先
日
、
そ
の
台
本
の
練
り
直
し
が

こ
の
「
天
郷
青
年
の
家
」
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
は
最
近
水
害
に
あ
っ
た
嘉
穂
劇
場
。
北
川
さ

ん
の
言
わ
れ
た
「
ス
カ
ブ
ラ
」
の
生
き
方
は
、
江
戸
で

言
え
ば
「
か
ぶ
い
て
い
る
」
存
在
。
命
を
か
け
て
い
る

現
場
に
は
、
い
つ
死
ん
で
も
い
い
と
い
う
男お

と
こ
ぎ気
が
あ
り
、

ヒ
ー
ロ
ー
伝
説
が
あ
る
。

川
俣　

田
川
に
「
鉄
塔
」
と
い
う
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
も

の
を
建
て
よ
う
と
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
８

年
目
を
迎
え
た
。
い
ろ
ん
な
反
響
が
あ
っ
て
、
現
場
に

来
て
く
れ
る
人
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
が
様
々
な
角
度
か
ら
支
え
て
く
れ
て
い
る
。
８
年

間
何
を
や
っ
て
き
た
か
と
考
え
る
と
、
私
は
「
何
か
」

を
投
げ
か
け
続
け
て
き
た
の
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
そ

れ
が
「
何
か
」
と
は
あ
え
て
言
い
た
く
な
い
。
日
本
の

高
度
成
長
期
に
親お

や

父じ

た
ち
は
炭
坑
で
働
い
て
い
て
、「
今

日
が
ん
ば
れ
ば
…
」
と
い
う
前
向
き
な
考
え
方
だ
っ
た
。

い
ま
は
、
そ

う
い
う
こ
と

は
あ
り
得
な

い
し
「
今
日

よ
り
明
日
の

方
が
よ
い
」

と
い
う
の
は

過
去
の
考
え

方
に
な
っ
て

い
る
。
炭
坑
は
地
底
か
ら
石
炭
を
採
っ
て
き
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
す
る
と
い
う
単
純
な
作
業
。
し
か
も
命
が
け
で
、

生
活
が
か
か
っ
て
い
た
。
こ
ん
な
に
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
で

ダ
ー
テ
ィ
な
仕
事
は
な
い
し
、
言
葉
も
い
ら
な
い
か
ら

い
ろ
ん
な
人
種
が
集
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
独
自
の
文
化

が
生
ま
れ
た
。
鉱
害
や
労
働
問
題
も
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
っ

た
。
石
炭
産
業
が
近
代
社
会
を
支
え
て
き
た
。
外
国
を

訪
れ
て
も
自
然
と
炭
坑
町
に
足
が
向
く
、
そ
こ
で
の
状

況
は
日
本
と
同
じ
で
、
世
界
中
で
筑
豊
と
同
じ
現
象
が

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
な
ア
ー
ト
シ
ー
ン
だ
け
を
見
て
き
た
自
分
の
考
え

方
を
、
炭
坑
を
通
し
て
も
う
一
度
検
証
し
て
み
た
い
。

炭
坑
か
ら
、
自
分
を
根
深
く
見
つ
め
る
こ
と
で
、
何
か

を
得
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　スタッフは９月中約１か
月間宿泊、施設の連泊記
録を塗りかえた。田川市
と赤池町で36ものセミ
ナー・ワークショップを開
催。最終日の９月27日、
ここでパブリックディス
カッションが行われた。
築42年の天郷青年の家
は田川市と赤池町の組合
立で共同運営している。
両市町の異なる合併推進
により、今後の存続問題
が浮上している。会場で
はこの点にも触れられた。

北川　こういう空間が
残っていることが信じら
れない。戦後当時の良さ
が集結している。町づく
りはそこにいる人だけが
行うものではない。町外
の利用者の声も含めて判
断しなければならないと
思う。この建物は建築的
に言えば文化財。ここに
来て感動した。

川俣　この天郷青年の家
は貴重な財産、この地域
だけのものではない。

　近代を支えた炭坑から、
現代、未来の展望を見い
だす「コールマイン田川」。
今年の活動をしめくくっ
たパブリックディスカッ
ションが赤池で行われた。

会場は天郷青年の家

　　　　　 かわまた・ただし
　美術家。東京芸術大学教授。
昭和 28年、北海道三笠市生ま
れ。主要な国外美術展に参加。
制作過程も含んだ地域密着型
のプロジェクトを国内外で展
開している。戦後、世界にお
ける「現代美術家 10 人」の
一人といわれ、国際的に有名。
「コールマイン田川」主宰。

炭
坑
の
町
に
吹
く
新
風

→町内外からおよそ 50 人が参加したパブ
リックディスカッション「炭坑とアートⅨ」。

川俣正コールマイン田川

「炭坑とアートⅨ」
※ 

名
前
書
・
四
宮
祐
次
さ
ん
（
書
家･

写
真
家
）






